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ベーシックデザイン演習 
（後期）

第 1課題
「ミクロの世界に立ってみよう」

（出題：佐藤信治）

【課題趣旨】
　課題は普段見慣れたものの視点を変
える訓練から始まります。皆さんの体
が身長15～18mm 位の大きさにまで
小さくなったとします。見慣れていた
文具や家電など手に取ることのできる
小さなものがまるで未来都市や巨大な
構築物のように見えるでしょう。ミク
ロの大きさになった皆さんは普段は外
側から見ているものの中に自由に出入
りし内部空間をじっくりと眺めること
ができます。見たことのない空間に入
り周りの質感や表情を見つめます。細
部まで想像してください。さまざまな
驚きや発見があるでしょう。内部空間
にあなた自身が立ち最も魅せられた光
景を表現してください。空間は意外な
ところにも存在します。あなたが見つ
け出したこの内部空間を丁寧に描いて
ください。そして絶妙のタイトルをつ
けその空間の特質を説明してください。

【提出物】
⑴  ケント紙に描いた作品。裏面に①

担当講師氏名、②学生番号 + 氏名、
③描いた対象物とタイトルを記入

⑵  作品タイトルと空間の説明文を記
した A5サイズレポート用紙 1 枚。
レポート用紙の最初に、同じく上
記を記入

【採点基準】
⑴  描く対象物への着眼点（誰でも知

っている身近なものでありながら、
一見とてもそのようには見えない
という視点を選んでください）

⑵  表現の密度
⑶  説明の適切さ
⑷   必ずどこかに立っていることがわ

かるような視点であること

第 2課題
「点、線、面から空間をつくる」
（出題：勝又　洋、長谷川洋平）

【課題趣旨】
　これまでの課題をとおして、空間の
スケール感や表現方法の基礎について
学びました。今回の課題では、シンプ
ルなエレメントを組み合わせて、空間
やその造形を考察し、模型や図面を用
いてアイデアの具体化を試みます。こ
こでは、空間は線材や面材といった部
材の集合によって成立させます。もち
ろん模型として成立することが前提で
すが、構造は重要視しなくても良いの
で、より純粋にここにあるべき空間を
導き出してください。計画地は本学テ
クノプレース15の吹き抜けです。以下
を参考にしながら、具体的な使い方

（機能）や造形のテーマは各自で設定
してください。
・ 空間的機能の例：屋内の休憩スペー

ス、休憩スペース、レポートの作業
場、グループ学習のスペース、友人
との語りの場、カフェなど

・ 形態操作の例：反復、相似、増幅、
入れ子、ずれ、回転、反転、連続、
流れ、貫入、断片、隙間など

【学習目標】
⑴  計画地に赴き、実際の空間を体感

する。
⑵  エスキース（計画のスケッチ）と

模型製作を繰り返すことで完成品
を作り上げる過程を理解する。

⑶  「かたち」ではなく、「空間」をつ
くることを意識する。

⑷  デザインの主旨を、言葉（文章）、
スケッチ、模型で表現する。

【採点基準】
⑴  表現したいコンセプトやイメージ

が実現されているか。
⑵  スケール感を把握しているか（空

間に人物模型を置いて、空間と人
との関係を示すこと）。

⑶  水面を設けた人は、水の魅力を生

かしているか。
⑷  模型やデザイン主旨をきちんとつ

くっているか。

第 3課題
「水辺に佇むマイ・スペース 

＋ others」
（出題：勝又　洋、星　裕樹）

【課題趣旨】
　マイ・スペースは文字通り自分の空
間でありながら、+（プラス）の要素
が求められます。それは社会や環境、
自分以外の誰かとの接点を想定し、そ
の場所を共有することです。誰は 1 人
でも複数人でもかまいませんが、そこ
で起こるコミュニケーションにより

「空間」や「場所」に新たな意味が生
じるのです。個の空間を考えると同時
に、仲間と、あるいは地域と共有でき
る建築、その場所に存在する意義を持
った建築、そしてそこを訪れる人々に

「素敵な何かを」与えられる提案を期
待します。

【設計条件】
　計画地は、本学キャンパスより東葉
高速線船橋日大前の北約600m の坪井
近隣公園内に位置する。南側は遊歩道
に、北側は調整池に面した、間口20m
×奥行22m のなだらかな傾斜をもつ
水辺空間である。休日はジョギングす
る人、家族で憩う人など、公共な広場
や公園的な機能として賑わいがある。
該当敷地は公園広場と水辺との間の水
際に位置し水陸の環境要素と計画内容
がどのような関係をもって魅力ある場
所と成り得るかを計画するものとする。
⑴  「マイペース」という定義は住ま

うスペースではなく、趣味や遊び、
自身のアトリエやギャラリー、リ
スニングルームなどプライベート
に活動する場所をイメージする。
各自でストーリーを設定すること。
自身がかかわるスペースであれば
設定は自由。

⑵  「＋（プラス）」はマイスペースを
中心とし、社会や環境、誰かとの
共有の場をプラスすることを意味
する。誰かを招いたり、地域の人
と活動する場、周囲へ情報発信す
る場としてもよい。自分以外の人
や社会と共有されうる価値を付与
すること。

⑶  水辺を積極的に利用。水辺の水質
はきれいな状態であると想定する。
建物と水辺との動線は必ず確保し、
水辺と岸辺、陸地など場所性をと
らえ、関係を深める提案を行う。

⑷  計画地：千葉県船橋市坪井町1371

⑸  敷地面積：300㎡（約90坪）
⑹  延床面積：30～100㎡（ピロティ・

外部階段・テラス・バルコニー・
庇等は面積不算入）

⑺  構造：自由
⑻  階数： 自由（ただし周辺環境を留

意した高さとする）
・地盤は表層から支持地盤となり得る

良好なものとする。
・電気・ガス・上下水道は供給済み。
・建築基準法、都市計画法などの関係

法規は適用外とする。
【提出物】
A 2 判ケント紙横使い 4 ､ 5 枚。以下
の①に 1 枚、②～⑤に 3 、4 枚を当てる。
①表紙：設計趣旨や計画説明を文、図
（スケッチ・パース等）、写真で構成。

②配置図：1/100（建築物を屋根伏で
表現し、道路、隣地、遊歩道、池と
の位置関係を示す）

③平面図：1/50（各階平面図。 1 階平
面図には外構計画を表現する）

④断面図：1/50（ 2 面以上。 1 面は水
際線を横断し、水域と建物との関係
を表現する）

⑤立面図：1/50（各面 4 面以上）
⑥模型：1/50（プレゼンテーション用。

池・遊歩道など周囲もきれいに作成
し、建築はこの地盤にしっかり固定
すること。現物提出、採点後返却。
写真は①に貼付）

1 年生（後期：ベーシックデザイン演習）
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川俣　逢「紙吹雪製造機」

石渡晴生「音の工場」 鈴木唯斗「灼熱サウナ」

高坂　光「時間の中心」

吉村咲穂「危機一髪」

平田寿珠「光の中には」

陸奥田真希「音色」

■講評

◦石渡晴生：薄暗い箱の中に何やら怪
しい通路と、上空にある巨大な突起の
ついたドラム。一見すると危険な空気
のする空間ですが、よく見るとそれは
オルゴールです。突起は音を出すハー
プをはじくためにあり、奥に見えるギ
ヤはゼンマイの動力をドラムに伝えて
いる様子がよくわかります。
◦川俣　逢：素材の質感と空間の広が
りが大変よく描かれています。これは、
何だろうと一瞬思います。タイトルを

見るとああそうかと納得しますが、こ
れはシュレッダーの内部から上部の刃
先を見た風景となっています。丁寧な
表現で、下から見上げるような構図が
ダイナミックさを引き出しています。
◦鈴木唯斗：これは丁寧に密度濃く

「焼けた」スケッチです。これは一体
何を表しているのでしょうか？ 怪し
い基地の中で丸焼けになりそうなミク
ロ人間とその相棒の秋刀魚隊員でしょ
う。
◦高坂　光：ミクロ人間は果たしてど
こに潜入しているのでしょうか。怪し
い電波塔の下にて状況を確かめている
風景が浮かびます。上空には 3 方向に
伸びる殺人電波を発するアンテナがあ
ります。よく見るとこれは時計の文字

盤の上にいることがわかります。柱の
ような部分は時針の軸であり、 3 方向
に伸びるのは、時間を示す針だったの
です。質感とプロポーションがよく描
けている作品です。
◦平田寿珠：この作品は、トンネルに
閉じ込められたミクロ人間の危機迫る
状況を表しています。よく見ると高速
で送られてくる爆弾のようなモノもあ
り、極めて窮屈な様子です。そうです、
これはマーブルチョコレートの箱の中
に立っている風景です。
◦陸奥田真希：この作品は、まさに
SF 映画に出てくるような近未来的な
駅に高速列車が並んでいるような構図
です。ミクロ人間が、これから高速列
車に乗り込んで、敵地に向かう様子の

ようにも思えます。これは、ピアノの
鍵盤の上にいる様子です。白鍵と黒鍵
がこれから演奏されるコンサートを静
かに待っている風景が丁寧に描かれて
います。
◦吉村咲穂：この作品は、一瞬では何
を表しているのかわかりません。しか
しながら、金属に覆われた空間の中、
何かが今まさに起こりそうな緊張感の
ある瞬間、のように感じられます。正
義の使者であるミクロ人間が、敵基地
に潜入しこれから作戦行動を起こそう
としていることが空想出来ます。よく
よくみるとそれはステープラーであり、
よく整然と並んだ金属の板は針である
ことが分かります。金属の硬質な感じ
が丁寧に描かれています。 （佐藤信治）

ベーシックデザイン演習　第 1 課題

ミクロの世界に立ってみ
よう
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木村舞優「広がる「輪」」

渡辺　徹「WAVE」吉村咲穂「波の空間」

川俣　逢「個性を見つける橋」

望月琢真「Circle」高坂　光「WAVE dome」 牟禮樹希「WAVES -peak, bottom, face-」

岡田海豊「自然と建物の調和」

■講評

◦岡田海豊：格子状の線材を重ね合わ
せてできたふたつの三角形のヴォリュ
ームが吹抜に配置され、切通しのよう
なダイナミックな空間が生まれている。
切り立つ巨大なヴォリュームは同時に
格子による抜けがみられ相反する効果
を含み込むデザインとなっている。
◦川俣　逢：仮設的な架構形式による
アーチ状の橋を各階に架け渡す計画。
多様なアーチの重なりは見る角度によ

って異なる印象を与え、その下にはさ
まざまなスケールを内包した人びとの
居場所が用意されており、アーチの内
外の空間を上手にデザインしている。
◦木村舞優：面材によるらせん状のス
ロープ階段と円弧の床、その床を支持
する線材の柱から構成されている。人
びとは吹抜内を滑らかに移動すること
で多様な視点を獲得し、それぞれが落
ちつける場や交流の場を見つけ、思い
思いに過ごす様子が想像できる。
◦高坂　光：ふたつの波が重なる様子
を線材で構成された単位の繰り返しで
表現している。小波は歩廊空間となり、
地下では覆いかぶさる大波の緊張感を
線材の向きであらわしている。線材の
重なりからこぼれる光は波のきらめき

のようで、美しい空間が生まれている。
◦牟禮樹希：自然光に包まれた敷地の
特性と深さのある空間性を読み解き、
線材と面材をバランスよく組み合わせ
て多様な居場所を創出している。渦を
巻きながら立ち上がる回遊動線は、壁
面で途切れることなくシームレスにつ
なげた方が泳ぐ魚のような自由な体験
を促すことができたかもしれない。
◦望月琢真：全体をやさしく包み込み
ながら多孔質なベールが開放感を保ち、
落ち着いた居場所を実現している。求
心性の強い正円ではなく、歪んだ円形
であることがこの作品の良さを引き出
していると感じた。言い換えるならば、
それは機械では表現できない人の手が
生み出す心地よさである。

◦吉村咲穂：部分と全体を同時に捉え
る思考力が発揮されている。大波と小
波の組み合わせにより、波そのものに
流れや動きを感じさせながら部材を丁
寧に組み上げており、外部に溢れ出す
波は訪れる人の期待感を高め、内部に
入ると渦の中に吸い込まれるような体
験ができる。
◦渡辺　徹：美しい造形には美しい数
学的構造が隠されていると言わんばか
りに、立方体を緻密に組み合わせたお
おらかな曲面が軽やかに浮遊する造形
が魅力的である。敷地の状況をよく観
察し、既存の階段や視線の抜けを考慮
しながら揺らいだ形状を決定している
点も評価したい。
 （長谷川洋平、勝又　洋）

ベーシックデザイン演習　第 2 課題

点、線、面から 
空間をつくる
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椿井結月
「HONEYCOMB」
■コンセプト

　書籍を執筆する創作の場としてのマ
イ・スペースと、公園を訪れた地域住
民や学生が気軽に立ち寄り読書を楽し
む落ち着いた空間を設計した。均一な
大きさの六角形を組み合わせた蜂の巣
のような建築物。池側に広がるテラス
やデッキチェアを設けた屋外空間では、
公園に広がる緑や水の豊かな自然を感
じながら読書を楽しむことができる。

公園側の大きなテラス窓には、建物内
部の空間に合わせて木材を用いること
により、周辺環境を気にせずに読書を
楽しめる空間を目指した。

■講評

　本作品は、作家の執筆場所（private） 
と執筆作品に触れる場（semi-public） 
を水辺に共存させた提案である。全体
は 2 つの六角形のヴォリュームを連結
させた構成となっており、片や断面方
向、片や平面方向に空間を分節するこ
とで、おのおのの空間の広がりを特徴
づけており、たんに六角形を用いるだ
けでは生み出せない空間を設計してい
る点が評価できる。また、開口部の格
子のデザインや家具を用いた空間の分
析など、細部にいたるまで設計を試み
ている。模型の完成度も非常に高く、
今後の設計力のさらなる向上に期待し
たい。 （菅原　遼）

ベーシックデザイン演習　第 3 課題

水辺に佇むマイ・スペース
＋ others
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渡辺　徹
「Raised ground 　隆起した大地」
■コンセプト

　計画地周辺の現地調査では、遊具や
筋トレ器具、ランニングコースなどア
クティビティ要素は多くみられたが、
休憩する場は少ない印象をもった。ま
た、池の周囲は植栽に囲まれているた
め、池を直接眺めることができる場は
限定的であるように感じた。そこで、
池を眺めながら休憩でき、公園全体を
見渡すことができる自然と融合した空

間を提案した。
　ところで、かつてわれわれの祖先は
洞窟で生活していた。洞窟という閉じ
られた空間。そこで人間が日常の生活
から隔離されて、自分の内面を見つめ
る。本提案では、洞窟という建築の原
点に戻った空間をイメージし、設計し
た。

■講評

　人類の住まいが洞窟からはじまった
ことを想起させる原初的な建築である。
人工的に切り取られた積層する地盤と
は対照的に、巣穴を掘りこむように有
機的に居場所をつくる手法が、私たち
が人間である以前に動物であるという
ことに向き合って建築をつくることを

目指している。この建築は人間（＝自
己）だけのもではなく、小動物や植
物（＝他者）が共存することを許容し、
どんなものでも受け入れられる開放感
と自由気ままに過ごすことができる豊
かさを生み出している。巣穴が線対称
の図形で構成されているが、もう少し
内の空間に膨らみを持たせつつ、周囲
の環境に呼応させながら光や風の抜け
道をつくるなど、さらなる発展を期待
できる作品である。作者が自問自答を
繰り返しながら、前回の点・線・面の
課題から逆行するアプローチを発見し、
柱と壁と屋根で構成された単なる箱も
のではない、時間の重さを感じられる
建築に昇華させた瞬間に立ち会えたこ
とが嬉しかった。 （勝又　洋）

ベーシックデザイン演習　第 3 課題

水辺に佇むマイ・スペース 
＋ others
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菊田穂乃香
「 7 つのボックス」
■コンセプト

　計画地周辺には、多様な年齢層の
人々が訪れていたが、小さな子たちが
遊ぶ場や高齢の方が過ごす場が少ない
印象を受けた。そこで、小さな子たち
の創作の場や美術館、カフェなど、自
然を感じながら過ごすことができる場
を提案した。建築物には基本的に壁を
設けておらず、来訪者の笑い声が飛び
交う空間になっている。また、建築物

に木材を多用することによりやわらか
な空間を生み出している。建築物は受
付・カフェ、美術館、物販店、クラフ
トスペース、展望台、マイスペースの
7 つの要素で構成されており、各要素
を散策する楽しみを味わうことができ
る空間づくりを目指した。

■講評

　本課題を進めるにあたり、提出まで
のスケジューリングをしっかり組み立
てることをとくに重要視した。
　菊田は現地調査～コンセプト立案～
エスキースを進めていくプロセスで、
課題を明確化し解決していくことを繰
り返すことで、結果魅力ある提案につ
ながったと振り返る。
　案は、 7 つのボックスを、軸を振り
ながら積み重ねたシンプルながらも非
常に力強い建築である。動線上にルー
バーを配し、上層階に行くほど視線が

抜け徐々に開放的になっていくのが特
徴である。感覚的ではありますが、立
体的に上手く動線を回遊させ、敷地を
最大限活用している。菊田自身がスケ
ッチやスタディ模型を使い、自ら歩い
て設計していることがよく伝わる。
　おのおのが独立した機能を持つボッ
クスは、目的を持って来る、ふらっと
立ち寄れる、老若男女問わず多様性に
富んだ、誰もが楽しめる『others』
となっている。
　『マイスペース』は、回遊動線から
は少し外れ、水辺に最も近い静かな環
境に配されており、パブリックとプラ
イベートのコントラストが明確で、優
れたプランニングである。
　今後の活躍を期待する。 （星　裕樹）

ベーシックデザイン演習　第 3 課題

水辺に佇むマイ・スペース
＋ others
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【担当】　佐藤　信治
菅原　　遼
小林　直明
奥村梨枝子
勝又　　洋
髙野　洋平
田中　克典
玉上　貴人
筒井　紀博
鶴田　伸介
森田　敬介
山田　晶子

デザイン演習Ⅰ（前期）

第 2課題
「環境と住空間を考える 
―大横川沿いに建つ住宅―」

（出題：筒井紀博、奥村梨枝子）

【課題趣旨】
　社会的な背景を踏まえて現代の家族
像や生活スタイルを念頭に、周辺環境
を考慮した住宅設計を行います。敷地
は江東区門前仲町付近、江戸時代の埋
立地に造られた運河の大横川に面した
古くからある街区を設定しています。
都心で利便性が高いと同時に、富岡八
幡宮や深川不動尊の門前町など江戸の
下町風情や足跡を残した地域です。大
横川護岸沿いの散歩道とレベル差を有
しながらも視覚的なつながりを持っ
ています。敷地を A ～ C から選択し、
その特性を捉えた計画をしてください。

【学習目標】
 現代の家族像や、その暮らし方につい
て考察／住空間のスケールや基本寸法
を習得／エスキースからプレゼンテー
ションまでのプロセスを学ぶ／製図記
号等の図面表記を習得／住宅としての
機能だけでなく空間的魅力を考察／現
地調査を通じて敷地の特性を読む

【敷地条件】
〈敷地 A〉江東区永代2-1-6周辺
準工業地域、建ぺい率：60％、容積率：
300％、その他：第 3 種高度地区、準防
火地域、下町水網地域

〈敷地 B〉江東区永代2-19-10周辺
準工業地域、建ぺい率：60％、容積率：
300％、その他：第 3 種高度地区、準防
火地域、下町水網地域

〈敷地 C〉江東区門前仲町2-1-4周辺
商業地域、建ぺい率：80％、容積率：400

％、その他：防火地域、下町水網地域
〈敷地 A ～ C 共通事項〉
・最高高さ制限10m 以下
・構造は自由　・地盤は良好

【設計条件】
・ 家族の生活スタイルを各自設定する。
・ 家族構成は 2 ～ 6 人程度、年齢や性

別、職業などの属性は各自設定する。
・ キッチン、ダイニング、リビング、

風呂・洗濯室、主寝室、個室、便所、
その他を適切に計画する。

・ 動線を熟考して計画する。家事動線
に十分配慮する。収納を適切に設置。

・ 駐車スペース（最低 1 台）を家族構
成に応じて適切に計画する。

・ 家族の距離感や関係に配慮する。気
配が感じられる距離を取りいれる等。

・ 現地調査を実施し、敷地の特性や方
位を踏まえた計画とする。

・内部と外部の境界について意識する。
・延床面積120㎡～200㎡程度とする。
・ 階数制限なし、最高高さ制限厳守。

デザイン演習Ⅱ（後期）

第 1課題
「街のアートミュージアム」

（出題：鶴田伸介）

【課題趣旨】
　門前仲町エリアの、都心のオープン
スペースである都市公園に隣接した計
画地において、街のアートミュージア
ムを計画するものである。タイトルに

「街の」とつけているのは、街の顔と
なり、地域とつながりを持つ建築の提
案を求めるためである。アートミュー
ジアムが街にどのような影響を与える
のか、選定した展示コンテンツにふさ
わしい空間の質はどうあるべきか、敷
地の特性を読み取り、具体的なイメー
ジを膨らませて図面を描いてほしい。

【計画敷地および周辺条件】
 計画地面積：3,813.12㎡
⑴  敷地形状、接道条件、周辺状況等

は添付資料敷地図を参照。
⑵  現況は区立牡丹町公園として利用

されており地盤の起伏が 3 ｍほど

ある。設計においては更地とする。
⑶  隣接する古石場川親水公園との関

係を考慮。敷地内切土・盛土可能。
⑷  用途地域：準工業地域、建ぺい率

60％、容積率300％、準防火地域。
⑸  電気・ガス・上下水道完備、地盤良好。

【計画建物設計条件】
・延床面積：約1,000㎡とする。
・ 構造形式は自由。階数は地上 2 階建

て程度、必要によって地階も可。
・ 隣接する公園との関係性を活かした

外構計画をすること。
・ 車いす来客用兼作品搬出入用として、

駐車場 1 台分を設けること。
・ 駐輪場を10台以上設けること。
・ 広場、テラス、中庭、水盤、東屋、

屋上庭園等、適宜自由に設けてよい。

第 2課題
「地域とつながる都市型集合住宅」

（出題：髙野洋平）

【課題趣旨】
　古石場川親水公園の一部を敷地とし
て、都市との関係性に配慮した集合住
宅を計画するものである。
　敷地は門前仲町駅から徒歩 3 分程度
の住宅エリアに位置する。門前仲町は、
深川不動尊や富岡八幡宮の門前町とし
て古くから賑わいある街として発展を
してきたエリアであり、少し広域の視
点でみると、北側の清澄白河エリアで
は、アートギャラリーや話題のコーヒ
ーショップに人々が集まるなど、新た
な文化圏が形成されつつあり、下町の
ストリートに新たな賑わいを見ること
ができる地域である。
　昨今の都市型集合住宅の接地階は、
たんに集合住宅としてのエントランス
空間のみで形成されているのではなく、
カフェやコワーキングスペースなど住
人以外が利用できる機能が積極的に導
入されている。都市に住む人々のライ
フスタイルの変化により、集合住宅は

「まちへ開かれていくスタイル」へと

変わりつつあり、本設計課題では、下
町情緒ある都心の住宅エリアにおいて、

「そこで暮らす人々と地域の人々が自
ずと交流できるような、魅力的な都市
型の集合住宅の提案を求めている。

【計画敷地および周辺条件】
計画地面積：2,493.16㎡
⑴  敷地は、添付資料敷地図参照のこと。
⑵  敷地条件は準工業地域（建ぺい率

70％、容積率300％）。防火地域。
⑶  電気・ガス・上下水道などは整備

されている。地盤は良好である。
⑷  現存する敷地内の建物は、更地と

して計画する。
【計画建物設計条件】
⑴  鉄筋コンクリート造、地上 3 階建て

以上 5 階建て程度の中層集合住宅。
⑵  総戸数は30戸以上。 1 戸の床面積

は50㎡～75㎡程度とするが、入居
者の設定により適切な床面積とす
る。住戸の間取りを 1 戸以上提案。

⑶  公共空間は広く地域に開放できる
ことが望ましい。

⑷  住戸の他、以下を適切に計画する。 
エントランスホール／メールコー
ナー／居住者用駐輪場／ごみ保管
庫／電気室／消化ポンプ室／受水
槽室／管理室／管理倉庫

⑸  2 方向への避難経路を適切に計画。
⑹  バリアフリーに配慮した計画。
⑺  居住者用のエレベーターを 1 台以

上設置。
⑻  延床面積の算定については、屋内

的用途に供しないピロティ・バル
コニー・吹きさらしの共用廊下・
屋外階段は延床面積に算入しない。

⑼  ポスト動線、管理室、ゴミ保管庫
などを居住者の動線とともに計画。
セキュリティラインを明確にする。

【周辺環境への配慮】
⑴  居住者はいずれの方向からも、徒

歩でアプローチできるようにする。
⑵  人と自動車のアプローチは分離し、

かつ両立すること。
⑶  第 1 課題とのつながりを計画する。

2 年生（前期：デザイン演習Ⅰ、後期：デザイン演習Ⅱ）

8



酒井　優
「Open Space」
■コンセプト

　ビルが建ち並ぶ都市部において心休
まる空間を求めたとき、山へ行かなけ
ればならないだろうか。本敷地は公園
に木々が多く、川のせせらぎを感じる
ことができる場所となっている。この
住宅は、家から出ずとも忙しくて休ま
らない日常から解放されることを可能
とする住宅である。

■講評

　本課題は、まだまだ下町の雰囲気を
残している門前仲町の裏通りにある敷
地に計画された住宅である。
　酒井案は、その中でもビルに囲ま
れた敷地 A を選定して計画している。
比較的交通量のある前面道路から逃げ
るように、接地性の高い 1 階には水回
りである洗面所、浴室トイレなどを配
置している。このため家族の生活の中
心となるリビングルームや個室は 2 階
に持ち上げ、これをガラスのボックス
としている。生活の中心であるリビン
グをガラスボックにしているのは、敷
地に隣接している公園の桜とその先に
ある水辺への視界を確保しようとして
いるためである。しかしながら、ガラ
スボックスではプライバシーを保つこ

とができない。そのため、階段室の中
壁を 1 階から 3 階床まで延長し、これ
によって道路側からの視線を防ぐよう
に工夫している。こうすることで閉鎖
的な 1 階の個室は庭を介して地域コミ
ュニティーと接することも可能となっ
ている。
　住まいの中心はあくまで家族であり、
外部とのつながりを保ちながらもプラ
イバシーを確保するという発想であり、
現代的な空間操作となっている。その
ことは、屋上の構成にも現れており、
ルーフは大きなガラスで覆われている。
これは、雨の日には屋上に降る雨を見
ることによって、自然との関係をより
身近なものにしようという意図である。
 （佐藤信治）

デザイン演習Ⅰ　第 2 課題

環境と住空間を考える
―大横川沿いに建つ住宅―
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佐々木省太郎
「Linear field of view 
直線的な視野」
■コンセプト

　本敷地は間口が狭く奥行きが長い形
状となっており、大横川沿いには桜並
木が植樹されていることから、内部か
ら外部へと一直線に視線が抜けること
を意図し、直方体状の建築物を設計し
ようと考えた。また、内部には吹き抜
けを設けることで明るさが広がるよう
にし、加えて、大きな開口部やインナ

ーバルコニーを設けることで単純な構
成にならない空間づくりを心がけた。

　
■講評

　Ｂ敷地はいわゆるウナギの寝床であ
り、長手面は建物に挟まれているが、
南西の妻面は見事な桜並木を誇る大横
川に面している。自ずとこの面に開き
たくなるが、川辺の遊歩道に面するこ
と、さらには敷地が遊歩道より1.2ｍ
ほど低いことからプライバシーへの配
慮が必要となる。
　佐々木案は緩衝帯として光庭を南西
隅に設けることでそれを解決した。遊
歩道面は縦ルーバーで緩やかに仕切り、
階によってルーバーの角度に変化をつ

け視線や光の入り方をコントロールし
ている。プライバシーを保ちたい部屋
は光庭に向かって開くことで採光、通
風を確保している。
　一方、住人の仕事場となるアトリエ
は 1 、 2 階を利用したメゾネットにな
っており、 2 階部分を川側に開いてい
るため、桜並木が望める。リビングル
ームはアトリエを見下ろす吹き抜けに
面した位置にあることから、川側を望
めるだけでなく、家族の気配を感じな
がら過ごすことができる。
　ルーフバルコニーの壁を利用した反
射光を北側の部屋に取り入れるなど、
この家は平面計画だけでなく秀逸な断
面計画がなされている。その実直さを
評価した。 （玉上貴人）

デザイン演習Ⅰ　第 2 課題

環境と住空間を考える
―大横川沿いに建つ住宅―
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畑口優太
「時代を跨ぐ伝統住宅」
■コンセプト

　大横川の両岸には、桜の木が列を成
して植えられている。そして、春の季
節になると満開の花を咲かせ、桜並木
をつくる。そんな花見スポットの大横
川では、和舟からの花見を楽しむクル
ーズが毎年人気を誇っている。本計画
地は、川に直接面しているため、住宅
から船への乗り降りが可能となる。そ
こで、住居の下にツアー用の和船を停

泊できる舟小屋を設け、和舟クルーズ
ツアーを営業する家族の住宅兼事務所
を計画した。　

■講評

　本年は敷地見学の次の授業が即日設
計というカリキュラムで、多くの生徒
がエスキース途中で住人背景などのス
トーリ－の修正を余儀なくされたが、
畑口君ははじめにＣ敷地を選んでから

「和舟観光で生計を立てる親子が暮ら
す舟つき場兼住宅」という設定を変え
ることなくイメージが深められたこと

が良かった。否、川まで利用できるＣ
敷地に対して、それだけ魅力のあるテ
ーマを探せたということであろう。
　この建物の空間は、住宅／船つき場
／待合い／受付／エントランスという
5 つの要素で構成されるが、エスキー
スではこの 5 つの各空間での体験や見
えるものについて指導した。具体的に
は①エントランスからの期待感や②待
合いで乗船を待つ時間の過ごし方、③
船つき場の見せ方や④水位上昇を考慮
した船つき場の天井高さや桟橋のあり
方、そして⑤住宅との接続について会
話を重ねた。
　概ね①～④については問題をクリア
しながらデザインできたと思う。しか
し⑤の住宅の玄関や仕事場との接続空

間は最後まで解決策が曖昧でこれがプ
ランに現れている。
　また道路側の意匠は詰めが甘く、

「和舟」というモチーフと「時代を跨
ぐ伝統住宅」という作品名にふさわし
いデザインとはいえないので、これは
後期に譲る反省点としてほしい。
　何しろ早い取り掛かりと提出 1 週間
前の図面の完成度にこだわって授業を
進めたので、最後の 1 週間で和舟が人
目を惹くスバラシイ模型を攻め切って
くれたことがとても嬉しい。
　畑口君はこのデザイン演習Ⅰの第 2

課題で目に見えて成長したので、将来
は立派な建築家として独り立ちする生
き方を選択することを祈っています。
 （森田敬介）

デザイン演習Ⅰ　第 2 課題

環境と住空間を考える
―大横川沿いに建つ住宅―
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江口和李
「情諸纏綿（じょうしょてんめん）」
■コンセプト

　現代は SNS が発達し簡単に連絡が
取れる時代だが、昔は連絡を取る手段
が主に手紙であった。相手を思い書か
れた手紙は決められたフォントの文字
だけ羅列された SNS より温かみを感
じられ、情報量が多くアイデンティテ
ィがある。手紙のこのような点を大切
にし、老若男女集まるからこそミュー
ジアムをとおして手紙が書かれた感情

に浸り、手紙を読みたい、書きたいと
いう気持ちになってほしい。
　展示を見たことで思い出す今までに
かかわった手紙と感情の自然な変化を
意識し手紙で表される感情を喜び、悲
しみ、怒り、愛情に分けた。空間の大
きさと光の入り方で感情の移り変わり
を表現。展示を見た後は感情に合わせ
た空間で手紙を読んだり書いたりしな
がら自身の手紙の感情に浸れる場所を
計画した。

■講評

　「情緒纏綿」は、人の心の奥底を感
じ、表層的になりがちな現代のコミュ
ニケーションに気づきをもたらすこと
を狙いとしています。アートを「心を
揺さぶるもの」と定義し、作者自身の
日常からコミュニケーションについて
考え、「手紙」をアートとしてこの美
術館に展示しました。手紙の中にある
深い喜怒哀楽が「訪れた人の心を揺さ
ぶる」というコンセプトはとても現実
的で、非常に大きなテーマであった社
会への一石を、手紙を読むという簡単
な動作で実現できていることが鮮やか

です。
　内部空間は、喜怒哀楽の 4 つのエリ
アに分けた初期案から、さまざまな気
持ちの来訪者を受け止めるために、感
情の間を連続的につなぐ構成に変化し
ていきました。
　ほとんどの時間をコンセプトに費や
したため、空間に使える時間が短くな
りましたが、建物の高さを一定に保ち
つつ、ダイナミックに変化する内部空
間と光の操作が、コンセプトとともに
評価されました。提出までに時間がな
い中で最後まで課題に集中できたこと
も結果につながりました。空間の操作
に時間を残せなかった反省を意識して
今後の課題に取り組んでいただきたい
と思います。 （髙野洋平）

デザイン演習Ⅱ　第 1 課題

街のアートミュージアム
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古川親水公園を拡張して作った池が
ミュージアム内にまで広がっている。水
に関連した遊具を展示し、池によって
涼しい環境を作ると同時に殺風景にな
りがちな展示コーナーを引き立ててる。
また、真上にはカフェの席があるた

め古川親水公園を上から眺め、憩う事
ができる。

本館

野外展示場

自然と遊具の共存空間

・自然×遊具
の展示室

・オフィス

・倉庫

・資料保管庫

・荷物搬入口

・水×遊具
の展示室

・企画展示場

・エントランス

・カフェ,ショップ

・ルーフバルコニー

水×遊具の展示場 自然×遊具の展示場
野外展示場から入場して公園へ退
場するようにU字型の建物にし、内
側に展示物である遊具を設置する事
で見て回れる。
この展示場の廊下の中間には大窓
があり、背景にある木や草原と展示
物である遊具により大窓から見ると
公園の元ある姿が形成される。

水に関連した遊具 古川親水公園

道路、古川親水公園から入ったら
必ず公園が迎えるようになり、そこ
からミュージアムの本館に行ける。
この公園の遊具の配置、区画は各
遊具で指定されている「安全領域」
が元になっている。

本館・カフェ・ショップ
本館に入ってすぐに迎える空間には企画

展示に加えて水と遊具が融合された展示場
が設置されている。
カフェは地域の繋がりのもう一つの場と

して公園と直接アクセス出来る場所に配置
し、カフェの席はルーフバルコニーを持つ
公園側と古川親水公園側の二つがある。

野外展示場
二階に進むと山の上に出て野外展示場へ
とアプローチされる。
展示物は入館者以外の人に見られないよ
うにする為に山の上に設置し、周りに植栽
を植えて覆い隠す事で外側からの視界を塞
ぐとともに展示空間に自然の深みが増すこ
とが出来た。

遊び心 の学窓

公園

川神爽来
「遊び心の学窓
自然と遊具の共存空間」
■コンセプト

　近年、遊具の危険性について議論が
行われており、安全性確保や少子高齢
化、事故発生率から国内の多くの公園
で遊具が撤去される現状がある。そこ
で遊具を展示することで子どもたちは
遊具の種類と正しい使い方を学び、大
人はその遊具の事故の発生状況を周知
し、懐かしむことができるミュージア

ムになっている。ミュージアムから出
たら公園に行き着き、ミュージアムで
学んだことから安全に遊具を使い、見
守りの仕方を強化し注意するなど学ん
だことをアウトプットすることで、一
連の流れから遊具による事故件数を減
少させることができると考えた。公園
の遊具にはさまざまな問題や事故、課
題がありそれに対して解決、対策を働
きかけるミュージアムになってほしい
と考えた。

■講評

　計画地は築山や遊具のある広い公園
で、親水公園に面している。夕方には
下校した子どもたちが元気よく遊び、
母親は立ち話をしている。この様子を
見て子どもが楽しめる美術館を計画す
る学生は多いが、川神さんは自分が遊
んだ公園の遊具が次々と撤去されてい
く体験をこの課題に重ね、遊具の事故
を減らそうと、遊び方を学ぶ展示を計
画した。
　遊具を配置したエントランス広場か

ら建物に入り、一段下げて親水公園か
ら引き込んだ水辺に水関連の遊具を展
示した。 2 階に上がると公園を望むカ
フェ、隣の丘へ渡ると中庭を介した展
示空間、というように敷地の高低差や
周囲の環境を生かして計画をしている。
また「窓」を展示のキーワードに、水
辺や緑地が展示遊具の背景になるよう
なフレームワークの工夫をしており、
全体の形は物足りないところもあるが、
部分が丁寧に考えられている。
　小さな怪我や失敗を重ねて成長して
いく子どもに、遊具と安全性のバラン
スを探り、すべての遊具が過去の遺産
展示にならないように等、考えさせら
れるテーマも高い評価につながってい
る。 （山田晶子）

デザイン演習Ⅱ　第 1 課題

街のアートミュージアム
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酒井　優
「自然に住まい住戸を開放 

住み手による地域再生と都市創造」
■コンセプト

　現代の都市の住まいは家族同士や世
代を超えた交流ができず、ただ寝に帰
る家となり、また区画整理により広い
公園は少なく、子どもは家でゲームを
し高齢者は孤独死してしまうという問
題がある。地域のコミュニティーが増
えると「子育てしにくい」、「社会的孤
立」が解決され、門前仲町商店街の再

生や伝統の継承につながる。問題解決
のために集合住宅特有の縦に重ねる形
状をさまざまな方向に分散させる。地
域唯一の広い公園の土地を残すため、
屋上をすべて庭園として開放し地域の
人々が訪れコミュニティーは広がる。
リビングとバルコニーの間に中間領域
を設け住戸に人々を引き込むことがで
きる。この住宅は核家族化以前までの
ようなコミュニティーの再生と自然の
中に住まう集合住宅を提案する。

■講評

　現代の社会的問題点を具体的に挙
げ、それを解決する建築提案を行って
いることが高く評価できる。とくに高
度成長時代からの首都圏の集合住宅に
おいて散見される建築の効率性を高め
るために失ったもの、所謂広々とした
自然を有した空間、そこで行われてい
た住民等の世代を超えるコミュニケー
ション、その空間が失われたことで家
族、子育ての時間も失われていること

を指摘している。今回の提案は多様な
人々の生活拠点となる集合住宅の本来
の特性を生かし、その失われた空間お
よび時間を呼び起こすことで、門前仲
町全体の再活性化にもつながることを
目指している。これらを解決するため
に、居住者と地域住民のアクティビテ
ィを建築でコントロールしていること
は高く評価できる。居住者と地域住民
のアクティビティは住戸ごとのバルコ
ニーと住戸リビングの中間領域ゾーン
の設置による新たな空間提案で実現し
ていると同時に、集合住宅の現実的で
基本的な重要機能である採光、プライ
バシーの確保、地上レベルでの視線コ
ントロールにも配慮されている。
 （小林直明）

デザイン演習Ⅱ　第 2 課題

地域とつながる 
都市型集合住宅
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川神爽来
「百花斉放 
遊び心と自然が織り成す創作」
■コンセプト

　美術館では「遊び心」も学ぶ場所と
して提案した。私にとって遊び心とは
とくに創作に大きくかかわり、アイデ
アの考案、インスピレーション、個性
を出す原点であると思う。子どもたち
は学校の図工や校外の活動に遊び心を
発揮する場があるが大人になるにつれ
創作にかかわる機会が少なくなり遊び

心を忘れてしまっているため、創作を
とおして「遊び心」を取り戻すことが
できる集合住宅にした。創作の原点で
ある積み木をモチーフにした住戸とパ
ブリックスペースである 9 種類の工房、
アトリエが自然によって織り成されて
作られた豊かな空間デザインや地域の
住人との交流、多種多様の創作物、自
然環境などの要素に触れて感じること
で遊び心を培うことができる集合住宅
となった。

　
■講評

　川神さんは 2 年後期の課題テーマを
「遊び心」と定め、美術館では遊具の
展示を、集合住宅では日常と隣り合う
創作の場を提案している。
　趣味や創作に向かうことが、遊び心
を取り戻し、また地域や住人交流のき
っかけとなるようにと、工房は絵画か
ら手芸、音楽、料理、木工と幅広く、
それぞれが程よいスケールで設定され
た。

　配置は試行錯誤の末、工房と住戸を
交互に重ねた四層を六つのブロックに
分け、木の渡り廊下で軽やかにつない
だ。また、上下をつなぐ共有階段をパ
ブリックな工房内に設けたことで、建
物全体を楽しみながら巡る動線を生ん
でいる。各ブロックでも住居前にオー
プンスペースをつくり、形やプライバ
シーを考えながら吹き抜けや樹木を配
置するなど、快適な環境を目指してい
る。
　こうした細部への配慮を重ねながら
全体の形が生まれていくことは、建築
を設計する上でとても大切なことだ。
何よりも、毎週悩みに悩んでエスキー
スに向かう姿勢が素晴らしかった。
 （山田晶子）

デザイン演習Ⅱ　第 2 課題

地域とつながる 
都市型集合住宅
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デザイン演習Ⅲ（前期）

第 1課題
「海の駅」

（出題：佐藤信治、小平純子）

【課題意図】
　海の駅とは、国土交通省により登録
された、「海から、誰でも、いつでも、
気軽に、安心して立ち寄り、利用でき、
憩える」船舶係留施設である。離島振
興策からスタートして、当初は大型の
ヨット、モーターボート等の利用環境
整備や情報のネットワーク化・提供を
目的に設置が推進された。誰もが利用
できる船舶係留施設、施設の予約受付
案内担当者の配置、公衆便所の設置の
3 点が必要最低登録要件となっている。
このような行政的解釈から『海の駅』
とは、休憩施設と地域振興施設が一体
となった施設であり、単体としての機
能に加えて海の駅ネットワークの構築
が図られた結果、以下の 3 つの機能が
浮かび上がってくる。
⑴  休憩機能　海路利用者が24時間自

由に利用できる休憩施設の提供
⑵  情報発信機能　来館者に対してそ

の地域の文化・名所・特産物など
を活用したサービスの提供

⑶  地域連携機能　それぞれの地域
（町）の核となり、海路を介した地
域（町同士）連携の促進

計画地 ： 横浜市神奈川区横浜港 
「瑞穂ふ頭」

　課題は、漁村等の地域振興型ではな
く、むしろ海上交通の起点としての都
市機能の一部を包括する施設といえる。
設定敷地エリアは陸上で16,589㎡。周
辺地域との関係性を踏まえ、海上から
都市景観を意識した、新たな都市の結
節点として、賑わいを演出することの
できる施設計画を求める。

【設計条件】
⑴  敷地条件
　敷地形状、接道条件、周辺状況は、

別添図面を参照。電気・ガス・上下水
道は整備されている。地盤は軟弱であ
り、杭基礎とするが、耐圧盤下の表現
は不要。敷地設定範囲外への提案につ
いては、各班ごとの指導による。
⑵  建築条件
　 構造形式は自由。下記程度の規模で

あれば、建ぺい率・容積率の考慮は
不要。基本的に隣地および道路境界
より 1 m 以上セットバックさせる。

⑶ 計画諸元
①建築諸室：延べ面積約2,000㎡（各

室面積の±10％を許容範囲とする）
・ 客用部門（計1,450㎡）：玄関ロビー 
（200㎡）、休憩ラウンジ（100㎡）、
レストラン・カフェ（300㎡）、物産
販売店舗（400㎡）、展示スペース

（250㎡）、来館者用化粧室（80㎡）、
廊下・階段・客用 EV（120㎡）

・ 管理部門（計550㎡）：事務室（70

㎡）、会議室・応接室（50㎡）、宿直
室（15㎡）、給湯室・従業員トイレ

（15㎡）、管理エントランス・廊下・
階 段・ 人 貨 用 EV（100㎡ ）、 倉 庫 

（100㎡）、機械室（100㎡）
②屋外施設：アプローチ、広場、散策
路、植栽などを建築と一体のランドス
ケープとしてデザイン。来館者用駐車
場は、周辺施設との供用も検討可能だ
が、専用駐車場として大型車用 5 台、
身障者用 1 台、サービス用 5 台程度の
駐車スペースを確保すること。

【提出物】
⑴  表紙：作品タイトル、設計趣旨（テ 

キスト・ダイアグラム、パース、
スケッチ、模型写真等で明快かつ
視覚的に表現）

⑵  配置図（縮尺1/500）：建築物は屋
根伏とし、外構計画を表現

⑶  平面図（縮尺1/200）：各階平面、
室名は凡例をつけて略号も可。 1

階平面図には周辺の外構も記載
⑷  立面図（縮尺1/200）： 4 面すべて、
　 影や素材等を表現
⑸  断面図（縮尺1/200、1/300）： 2 面

以上、水域と建物との関係がわか
ること（南北、東西）

⑹  模型（縮尺1/200）：模型提出のほ
か、模型写真 2 カット以上を表紙
にレイアウト

⑺  内観パース：手描きでも CG でも
表現方法は自由。 1 カット以上

第 2課題
「水族館」

（課題担当 :佐藤信治、長谷川洋平）

【課題趣旨】
　第 1 課題に引き続き、海の駅の隣接
敷地に水族館を計画します。瑞穂ふ頭
は戦後連合軍に接収され、現在も在日
米軍による港湾施設として、また施設
に隣接して民間のふ頭も所在し公共ふ
頭として使用されています。
　本課題は周辺地域と計画地が連携を
もつことで、新たな文化的、商業的価
値を生む魅力ある臨海部を形成するこ
とを目的とします。敷地に隣接する既
存貨物線（現在は廃線）を利用した鉄
道駅の新設、シーバスによる臨海部各
エリアを結ぶ水上交通網の整備を想定
した上で計画を行います。

【課題のポイント】
⑴  敷地条件の把握　立地、敷地の大

きさ、施設規模、既存動線の位置
を把握し、計画概要を捉える。

⑵  水族館機能の把握　観客スペース
と管理スペースの関係性。

⑶  水族館機能の検討　教育、研究、
展示、アミューズメント機能の関
係性。

⑷  コンセプトの創出　説得力のある
コンセプトに基づく海と陸を結ぶ
新しい水族館の創出。

⑸  コンセプトの表現　コンセプトを
具体化する水際空間の設計、屋外
展示を含む造形性と表現力。

⑹  地域再開発的配慮　敷地に隣接す
る第 1 課題の海の駅と後期課題の
宿泊施設との連動性。

⑺  プレゼンテーション　上記各段階
で何を考え選択したか、過程と結
果を表現する。

【計画諸元】
⑴ 敷地面積：約12,053㎡（予定）
⑵ 延床面積：約5,500㎡
①パブリック部門：約3,000㎡
　 （観覧室、レクチャールーム、レス

トラン＋カフェ、ミュージアムショ
ップ、休憩ロビー・休憩ラウンジ、
エントランスホール＋廊下、来館者
用化粧室）

②管理部門：約2,500㎡
　 （展示水槽、作業室、飼育室＋研究

室、荷解きスペース、事務室、会議
室、館長室、宿直室、給湯室＋従業
員用化粧室、更衣室、管理エントラ
ンス＋廊下、機械室）

③屋外施設：
　 （導入施設、駐車場施設、その他の

ランドスケープ）
【提出物】
⑴ 図面
表紙
配置図：縮尺1/500
各階平面図：縮尺1/200
立面図（ 2 面以上）：縮尺1/200
断面図（ 2 面以上）：縮尺1/200
⑵ 模型および写真
① 模型　縮尺1/200
②写真　キャビネ判 4 点以上とする。
⑶  図面提出仕様
　 A1判横使い、左綴じ。コンセプト
およびゾーニング図、面積表並びに写
真を貼ったものを表紙とし、レイアウ
ト、着色は自由。図面表現は CAD を
基本とし他の表現との併用も可とする。

建築計画及び演習 
（後期）

第 1課題
「都市型リゾート機能を有したホテル」

（出題：小林直明）

3 年生（前期：デザイン演習Ⅲ、後期：建築計画及び演習）
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【担当】　佐藤　信治
小林　直明
穴澤　順子
小平　純子
川久保智康
桔川　卓也
髙野　洋平
長谷川洋平
光井　　純

【課題趣旨】
　前期第１課題に引き続き、同じ計画
地内の隣接敷地に「都市型リゾート機
能を有したホテル施設」の提案を求め
るものです。1945年に完成した瑞穂ふ
頭は、対岸には山下公園、横浜中華街、
横浜港大桟橋、みなとみらい、赤レン
ガ倉庫などの横浜を代表する観光スポ
ットが点在し、回遊性をもった「ま
ち」が形成されています。横浜市に
よる IR の再開発計画が再開予定です。
今回敷地も含め国内外の観光客誘致も
期待されるエリアといえます。
　リラクゼーション＆ホスピタリティ
をどのようなデザインおよび機能・用
途で感じさせ、周辺環境および歴史に
呼応し、かつ海と自身が設計した海の
駅、水族館との相乗効果をどのように
図るのかが問われます。

【設計条件】
⑴ 計画地　敷地面積：21,610㎡
・ 敷地形状や接道条件、周辺状況等は

別紙図面参照および現地調査による
⑵  計画内容
・ 延床面積： 22,000㎡程度、建物の高

さは、31m 内とするが、さらなる
高層、一部客室コテージタイプ（平
屋・メゾネット）も可

・ 一部海側に張り出した施設計画、ま
たは敷地内に海水を入り込ませたラ
グーン形成も可

・ 構造形式は自由。木耐火構造集成材
または木と S 造・ RC 造とのハイ
ブリット構造等も可

⑶ 計画諸元
＊ 各部門、各室面積は参考例とし、適

度な設定を行うことを可とする
＊ 駐車場50台、サービス用 5 台（屋外

および屋内・地下階の複合も可）
① 宿泊エリア：8,500㎡
　 ツイン・ダブルルーム100室程度、

スイートルーム（コテージも可）10

室、通路、階段、リネン室等
②パブリックエリア：9,300㎡

　 ロビー・共用スペース、レストラ
ン、ショップ、宴会場・会議場（室）、
ジム・スパ

③ 管理エリア：4,200㎡
　 裏方サービス諸室、機械室、廊下・

その他
【提出物】
⑴  図面　　
配置図：縮尺1/400、各階平面図：縮
尺1/200、客室平面図・パース：縮尺
1/50、立面図（ 2 面以上）：縮尺1/200、
断面図（ 2 面以上）：縮尺1/200
⑵ 計画概要（表紙）
① 計画コンセプトに合致したタイトル。
② 設計趣旨は簡潔に分かりやすく、ダ

イアグラム、フロー図などを交えて、
ビジュアルに表現。

③ 各階の床面積（部門別）および延べ
面積を表としてまとめる。

⑶  模型および写真
① 模型は、全体：縮尺1/200。
②写真は、キャビネ判 4 点程度。

第 2課題
「マスタープランとランドスケープ」
（出題：光井　純、穴澤順子）

【課題趣旨】
　計画敷地全体を扱います。海の駅と
水族館、後で設計するホテルとをマス
タープランによって一体的な開発とし
てまとめ上げてください。さらにはラ
ンドスケープデザインを加えることに
よって魅力ある屋外空間をデザインし
て、海の駅と水族館そしてホテルとが、
あたかも 1 つの街のように相乗効果を
生み出すことを目指してください。

【課題のポイント】
⑴  車輌動線と人の動線を明確に分離

し、安心して歩ける開発とする。
⑵  客動線とサービス動線、観光バス

の動線を整理してわかりやすい交
通計画を作り上げる。

⑶  駐車場は、海の駅、水族館、ホテ
ルそれぞれに配置する。

⑷  屋外空間においては、樹木の粗密
感に配慮しながら、樹木のないエ
リア（開放的な広場など）と樹木
の密なエリア（樹木に囲まれた心
地よい木陰空間）を作り上げる。
散歩道やジョギング空間にふさわ
しい小路の曲線形を考える。また、
ベンチ、水景、四阿（あずまや／
東屋）を適度な距離に配置して歩
いて楽しい空間を作り出す。

⑸  建築空間とランドスケープ空間を
一体的に連続した空間としてデザ
インすることによって、より記憶
に残る空間を作り上げる。建築内
部からの風景を考えること、そし
てまた、ランドスケープ空間と建
築を一体的に考慮した街の風景を
作り上げること。

⑹  水際への人のアクセスを促すため
に、歩行者動線や親水空間の魅力
を作り上げる。所々に木陰休息施
設を設けることで快適に人を歩か
せる工夫を行う。

⑺  マスタープランづくりではわかり
やすい骨格を作り上げることが需
要である。空間の軸線距離の分節
を図り溜まりの空間となるノード
空間の、空間と空間のつながりを

デザインするシークエンス、人の
移動とともに視線の抜けを演出す
るビューコリドール（ビスタライ
ン）の手法などさまざまなデザイ
ン手法を駆使して魅力ある外部空
間をデザインする。

⑻  相模湾への眺望、伊豆半島や三浦
半島の眺望、また富士山の眺望を
借景としてしっかりと利用する。

第 2＋α課題
「プレゼンテーション」
（出題：光井　純）

【課題趣旨】
　年度を通じて学習したことを総括す
る学習として位置づけ、これまでのす
べての課題の成果をひとつのプレゼン
テーションとしてまとめて説明する技
術を学ぶための演習です。

【課題の想定】
　課題敷地のマスタープランおよび三
施設の建築の設計者の立場となり、横
浜市神奈川区横浜港「瑞穂ふ頭」を開
発して環境の充実を図り集客を図りた
い開発者に対して、デザインプレゼン
テーションを行う設定とします。

駐車場 ホテル：
21,610㎡

水族館：
12,053㎡

海の駅：
16,589㎡

鉄道駅

N

S1：2000

500m300m200m100m0

全体敷地図
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小野田鼓
「Wind Terminal」
■コンセプト

　強い風が吹き、日よけもない瑞穂ふ
頭。夏は日射が暑く、冬は海風が寒い
敷地である。この不安定な空間に必要
な海の駅とはどういう物であるべきだ
ろうか。
　今は人間にとって不快に感じてしま
う海風とみなとみらいの景観には異色
な風力発電がある。このような特徴の
ある敷地の不快感を建築の形態によっ

て快適な空間へ転換し、誰でも訪れや
すくなる駅ができると考えた。
　双曲線タワーは地面近くの熱を逃が
す役割も担っている。ガラス張りにな
っており、内部には植栽があるため、
熱が籠り植栽から気化熱が発生し、帆
の中に溜まった熱気を換気し、快適な
空間になる。
　また、環境未来都市横浜は低炭素・
省エネルギー、水・自然環境、超高齢
化対応、クリエイティビティ、チャレ
ンジといった 5 つの分野に取り組んで
おり、リニアモーターカーの開通や次
世代モビリティの導入など先端技術を
積極的に取り入れている。
　そこで海の駅を電車の駅・車の駅・
徒歩の駅・次世代モビリティの駅・船

の駅・エアモビリティの駅といったす
べてのモビリティの駅にし、スマート
シティのような、みなとみらいの未来
のプラットフォームとなると考える。

■講評

　計画敷地隣地には風力発電の大型風
車が現存する。故に課題敷地は風の強
い敷地であるが、また同時に常時風が
吹いているとは限らない。陸上と海上
交通の接点でもある海の駅の建築機能
を保持しながら、このような自然の諸
条件を適正に取り込むことが建築計画
のデザインにつながっている。風力発

電のサステナブルエネルギー電力を施
設内に供給する、さらに大集成材によ
る CLT 木構造のサステナブルな建築
素材および構造にする、海の駅ターミ
ナル利用者に限らず多目的利用者にも
オープンな半屋外空間を提供する、こ
れらのデザインコンセプトで施設全体
を構成している。これが風のコントロ
ールにつながり常時利用者に心地よい
空間を感じてもらえるだろう。強風時
には大屋根による防風機能を、無風時
にはタワー状のデザインで、輻射熱利
用による温度差で風を施設内に誘引し
ている。敷地の地域特性と、自然環境、
建築の素材および構造、環境配慮の建
築デザインが融合していることが高く
評価された。 （小林直明）

デザイン演習Ⅲ　第 1 課題

海の駅
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古川穂奈実
「陸と海の狭間で」
■コンセプト

　私たちの生活において水は重要な存
在です。しかし工業化や都市化に伴い、
海や水とのつながりを感じられる空間
は少なく、人と海の関係が薄れている
ことが問題となっています。そこでス
ロープを用いて人を誘導し、昇る中で
見えてくる空間の変化を楽しむ工夫を
しました。ここは人や自然、船といっ
た動線があるため、それらの境界を曖

昧にするため、建物を円形にしました。
　海の駅の外の空間は、公園のような
役割を果たします。海の駅の入り口で
は、スロープを昇ると地上とは違った
目線から景色を見ることができます。
景色や空間の変化を楽しみながら、海
の駅の中心にたどり着きます。ここに
は船着き場があり、建物から船に乗っ
ている人に手を振り、陸と海のコミュ
ニケーションを取ることができます。
　この海の駅は、建築的操作でうまれ
る視線や歩くといった動作で海の空間
を感じられ、海との関係を認識しつな
がりを感じられる建物となっています。
これからのウォーターフロントのさら
なる発展に貢献することでしょう。

■講評

　この海の駅は、人の動きと船の動き
を立体的に展開することで、海の表情
と人の表情をさまざまな角度から楽
しむことのできる大変優れた案であ
る。横浜港から敷地の中へは、湾曲す
る運河によって船を中央の水の広場へ
と導いている。広場の周囲に商業施設
や展示施設を配し、海から訪れる人や
陸から訪れる人の出会いの場を、海の
駅にふさわしい空間の仕掛けによって
つくり上げている。広場を取り囲むよ
う配置されたスパイラル状のスロープ
は二重螺旋となっており、敷地を訪れ
る人々は 2 カ所の上り口を利用して自
由に上り下りができ、行き交う船を地
上レベルから見たり、上から見下ろし

たりとさまざまに表情を楽しむことが
できる。また二重螺旋のスロープは歩
くにつれて視線の方向が刻々と変化し、
ランドマークタワー、赤レンガ倉庫地
区、そして山下公園から本町地区への
眺望を楽しむことができる。敷地は横
浜の中心街から横浜港を挟んで少し離
れた場所にあるが、その距離ゆえに周
囲の地区からこの海の駅を眺めること
ができ、しっかりとした個性を持った
デザインであることが要求される。出
来上がったデザインは大変個性的であ
り、美しく、水域のシンボルとして遠
方からもしっかりと視認できるランド
マークとしての存在感を持っている。
まさに横浜の海の駅にふさわしい秀作
である。 （光井　純）

デザイン演習Ⅲ　第 1 課題

海の駅
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若松瑠冴
「海脈を紡ぐ　海と人と生き物を紡ぎ
ゆく横浜の物語」
■コンセプト

　かつて横浜の海は沿岸漁業や海苔養
殖が繁栄し、海と生き物と人々は共存
して暮らしていた。しかし高度経済成
長期の技術の発展に伴い、水質汚染や
埋め立て地の増加により自然が喪失し、
その関りは希薄化してしまった。時代
とともに変化し紡がれてきた横浜の
海・人・生き物のつながりを「海脈」

と称し、 3 つのスケールから一度失わ
れてしまった横浜港の新たな海脈を紡
ぐ水族館を提案する。水族館のスケー
ルでは、水槽に纏わせた動線計画によ
り、人の上下の動きを開放することで、
海底地形を模した館内で人と生き物が
混ざり合う空間体験を演出する。瑞穂
ふ頭のスケールでは、埋立地により人
工物化したふ頭を自然のテーマとした
開発を行うことで、かつて存在した海
辺の生物や海鳥たちを呼び戻し横浜の
原風景を再生する。横浜港のスケール
では水槽の中心に濾過機能を付与する
ことで、この水族館をきっかけに浄化
機能を有した建築物が増加し、横浜全
体を取り巻く海脈を新たなかたちで再
構築していく。この水族館を先駆けに

かつて存在した横浜の海脈を、ウォー
ターフロントの都市を取り込んで紡が
れていくことを期待する。

■講評

　若松案は、水族館単体としての計画、
敷地周辺の状況、そして横浜港全体の
エリアに拡張して、それらを「 3 つの
スケール」として主題化して計画を進
めるものであった。それぞれを等価な
テーマとして考えていくことで、単体
の施設としてではなく、大きくいえば
地球規模に波及しうる提案につながっ
ている。この様な方向性を早期に定め
られたことは、余裕を持ってスタディ
を深め、結果としてわかりやすい提案

につながったと考える。
　雨水の循環の末に海があり、その過
程に水族館が存在し、さらに水は海そ
して空へ戻る。こうしたコンセプトを
表現するイラスト群も作品のイメージ
と馴染んでいてとても好感がもてる。
今後も彼の武器になるだろう、さらに
磨いてほしい。展示空間やろ過器の仕
組みのリアリティなどまだまだ難所は
多くあり、水族館施設の基本構成につ
いても理解を深める機会としてほしい
という願いはあったが、毎週の授業に
向けて真摯に取組み、紆余曲折があり
ながらアイデアをぶつけてくる感じは、
内に秘めた情熱？ を感じられて興味
深かった。今後にも期待したい。
 （川久保智康）

デザイン演習Ⅲ　第 2 課題

水族館
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小野田鼓
「海豚回廊」
■コンセプト

　日本は今まで追い込み漁によって自
然界のイルカを捕獲・飼育してきた。
近年では動物愛護の観点から捕獲が強
く制限されており、国内外の団体から
非難を受けている。イルカの生体展示
を継続していくためには管内施設での
繁殖が必要であるが、日本の水族館の
多くは繁殖を考慮した設計はされてい
ない。

　水族館といえばイルカショーが思い
浮かぶ。そのイルカは人間によって訓
練された見せ物、つまり玩具である。
見せ物用に作られたイルカプールはど
れもイルカの繁殖や生活に適していな
いと考える。そこでイルカプールで自
然体なイルカと人間の共存が可能な空
間を設計する。
　イルカショーでは 4 頭ほどのイルカ
がステージにてトレーナーに餌をもら
い演技を行う。この水族館の始まりを
イルカショーのステージに見立てて、
エスカレーターで水中に潜る。しばら
く潜水した後、地上に向かってイルカ
がジャンプをするようにエスカレータ
ーで登って行く。また、イルカは知能
が高く、人間のように睡眠を取らない。

人間はその能力がないため休む必要が
ある。よって人が流れる空間と溜まる
空間を設けた。イルカと同じような導
線を人間が辿ることで共存を感じられ
ると考えた。

■講評

　水族館には、学術、アミューズメン
ト、エンターテインメント等の機能が
あり、それらが人々にリラクゼーショ
ンを与え世界中で愛されている建築の
施設である。一方、動物愛護の観点か
らエンターテインメントにつながる、
とくにイルカ等のショーが動物愛護に
反するという意見も散見されるなか、
そのような社会的意見も解決する水族

館の計画提案である。とくにイルカは
知性が高いとされ、イルカ自身の思考
で遊ぶ、自由に泳ぎ絡み合う等の行為
を誘発するような水槽デザインである。
具体的には観覧者のアクリル透明通路
を水槽内で交錯させることでイルカは
自由に泳ぎ廻ることができる。人々は
イルカの自由な行動を水面上の空中歩
廊から水面下においてはアクリル水中
歩廊空間等より上下横方向から見るこ
とができ、エンターテインメントにつ
ながっている。それを具現化した今ま
でにない水族館デザイン提案である。
イルカが休める人目に付かない水槽空
間も配置されていて、動物愛護のコン
セプトが施設全体に貫かれていること
が高く評価された。 （小林直明）

デザイン演習Ⅲ　第 2 課題

水族館
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姫野由衣
「舟巡」
■コンセプト

　多国籍の文化が交わり、近代化を遂
げた多くの人で賑わう街「横浜」。そ
んな都心に近く、観光名所も多く存在
する横浜だが、外国人宿泊率は他の都
市より低く、日帰り客が多いのが現
状である。そこで、「かつての横浜の
姿を味わえるホテル」をコンセプトに、
ただの宿泊施設としてではない + α
の体験型ホテルを提案する。

　客数を増やすのではなく、一人当た
りの単価を上げることを目的として、
部屋はすべて一棟貸しとし、着物に身
を包んだ客を舟でおのおのの客室へと
誘う。
　舟がそのまま入り込めるような形と
した客室では、人々は魚釣りを楽しん
だり、水路を眺めたりとゆっくりとし
た時を楽しむ。また、旧横浜の形を再
現したホテル内の施設では、中華街や
横浜の名物を売り出す出店や足湯カフ
ェなど、さまざまな方面で横浜の文化
歴史を感じることができる。
　ホテルをとおして、かつての姿に想
いを馳せながら、いつもとは違う非現
実的な体験を提供し、さらなる魅力を
伝えることで横浜のよりいっそうの発

展に貢献する。

■講評

　横浜における、ホテルと歴史を楽し
む空間を融合させた計画である。具体
的な空間構成は、本敷地に横浜という
名前の由来となった砂州を再現しその
上に低層の客室棟を計画したものであ
る。さらに客室棟は、京丹後半島の伊
根の舟屋を再現した空間構成となって
おり、フロントロビーから船頭を呼ん
で船を廻してもらい、船旅をする。つ
まり客室には船でしかアプローチでき
ないようになっている。この一棟貸し
形式の客室はすべてメゾネット形にな
っており、外部の水辺の景観を楽しむ
階とそこから一段上に進むと、客室が

町並みを形成している様子を臨むこと
のできる階となっており、客室の上下
階に楽しみがある計画となっている点
が大変ユニークである。こうすること
で、ホテルに宿泊するステータス性と
優越感を高めることに役立っている。
　敷地には中華街や日本人町を再現し
た商店街があり、レストランやカフェ
で食事をしたいときには船で移動して
楽しむことができる。ちょうどベネチ
アの街を日本風の港町で過ごすといっ
た趣を形成している。しかしながら、
計画地全体における配置計画では、造
形的にはプリミティブな町並みを形成
しているとはいえず、埋め立て地特有
の茫洋とした空間に見えてしまうこと
は残念である。 （佐藤信治）

建築計画及び演習　第 1 課題

都市型リゾート機能を 
有したホテル
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若松瑠冴
「絵画の旅人 
―自然とアートのホテルを旅する―」
■コンセプト

　かつての「旅人」は見たことのない
世界を求め、その日その場所で焚火を
はじめ夜を過ごした。二度と味わえな
い体験を追い求めた「旅人」に倣い、
自然と横浜のアート文化が織りなす世
界のなかで「旅人」に想いを馳せるリ
ゾートホテルを提案する。「旅人」た
ちがそれぞれの目的地へと旅立つよう

に、現代の旅人たちによって紡がれて
ゆくアート文化が横浜を飛び出し、日
本から世界へと発信する先駆けとなっ
ていく。未だ浸透してないアート文化
を発展させるため、各部屋のデザイン
をアーティストに手がけてもらいそこ
に「旅人」が訪れる。旅人とアーティ
ストをつなぐ役割をホテルが担うこと
で、若手のアーティストの成長の場を
提供するとともに横浜のアート文化を
拡大させていく。作業スペースや特設
展示、各部屋のデザインを定期的に変
更することで、来るたびに異なった表
情を見せる空間となり、二度と味わえ
ない空間体験を何度でも楽しむことが
できる。

■講評

　横浜における、極めて私的な空間を
楽しむためのホテル計画である。具体
的な空間構成としては、ゲイジュツカ
と称した人物に、ホテル内にアトリエ
を提供する。ゲイジュツカの作品は絵
画から彫刻といったありふれた物から
その他何でもありの状態である。そこ
に旅人と称した客がそれを発見すると
いった、一種の疑似的なドラマを演じ
るような演劇空間に入り込むように仕
組まれている。
　旅人は、アトリエの隣の客室みた
いなところから、作品の制作現場を
のぞき見をしたり、できあがった作品
を鑑賞したりすることができる。こ

れは一種のアーティスト・イン・レジ
デンスの一対一対応版のようになって
いる。しかしながら、現代社会では
YouTube などで自己の生活の様子を
垂れ流して、金銭を稼ぐという行為も
行われている。そのため、こうした行
為も将来的には成り立つのかもしれな
い。
　こうした行為以外に、建築的には内
部空間は自然光や通風が差し込むよう
には計画されておらず、ロビー空間な
どは真っ暗な状況と推定できる。つま
り、CG で表されているようには居住
環境は良好ではない。しかしながら、
ゲイジュツカはこうした空間を好む傾
向があるため、それはそれで成り立つ
のかもしれない。 （佐藤信治）

建築計画及び演習　第 1 課題

都市型リゾート機能を 
有したホテル
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三野宮弘太朗・田中修斗 
・姫野由衣・古川碧人

「SPORTS DISCOVERY 
YOKOHAMA」
■コンセプト

　海外の窓口として技術や文化、人が
集まり交錯する街横浜。多くの観光客
が訪れる場所として有名だが、それ以
外にも実はスポーツ環境が充実してお
り、いくつもの競技が盛んに取り組ま
れている。しかし、その盛り上がりは
あまり認知されていないのが現状であ

る。そこでインバウンドプランとして
スポーツ資源とツーリズムを融合した

「スポーツツーリズム」に着目し、こ
れを取り入れた施設、およびスポーツ
の街の構築を提案。瑞穂ふ頭返還に伴
って横浜スタジアムを移転、増築する
ことを想定し、スポーツ観戦事業を楽
しみ、支える場所として「海の駅」

「水族館」「ホテル」を設置する。そし
て周辺に多彩なスポーツアクティビテ
ィを配置し、試合観戦の場や宿泊でき
る施設や出店で地域の発展を図る。
　横浜の秘めている地域資源を「す
る」、「観る」、「支える」という 3 つの
観点で新たなスポーツの街として横浜
の観光体験と地域の発展に貢献する。

■講評

　横浜における、瑞穂ふ頭の最先端地
区の再開発計画である。本計画案は、
横浜の手つかずの埋め立て地である瑞
穂ふ頭の資材置き場を取り込んだ敷地
に海の駅と水族館および都市型リゾー
トホテルを統合するランドスケープで
ある。この計画案の最大の魅力は 3 つ
の施設をつなぐ曲がりくねった回廊で
ある。この回廊を用いることで、茫洋
とした敷地に界隈性と歩きたくなるよ
うな魅力を持たせ、さらそれぞれの施
設をつなげる役割を果たしている。
　敷地の中心は海の駅であるが、その
入り口は回廊になっており、ヨットや
プレジャーボートで乗り込んだ客は、
この施設のゲートをくぐり抜けること

によって敷地への期待を高めることと
なる。その後は、回廊を通じて各施設
へアプローチすることとなる。この回
廊は地上から持ち上げられており、駅
から来る客は自動車とは歩車分離の関
係を保っている。
　さらに本施設の魅力は、上記の 3 施
設以外にもある。それは、この瑞穂ふ
頭の位置づけを横浜全体で考え、ふ頭
の中心部にスタジアムを中心としたス
ポーツ施設を配置したことである。横
浜の中心部にある横浜スタジアムは、
老朽化により手狭になっている。その
施設を市の中心部からこの地に移設す
ることで、中心部の活性化と瑞穂ふ頭
の利活用方法を示したことが最大の魅
力である。　 （佐藤信治）

建築計画及び演習　第 2 ＋α課題

ランドスケープと 
プレゼンテーション

24



齋藤　光・小野田鼓 
・石野田蘭・小林弘真

「未来都市　 HAMA」
■コンセプト

　神奈川県横浜市は、最先端の観光施
設やグローバル企業の研究開発拠点と
して開発が進み、貿易港としても世界
とつながる玄関口である。しかし、現
在行われているスマートシティプロジ
ェクトが人々に浸透していないという
現状があると考える。
　そこで、横浜市にある瑞穂ふ頭とい

う場所をスマートシティ化することで
魅力を伝え、認知度を高めていけるよ
うな実証実験都市モデルを提案する。
　われわれは 3 つの目標「瑞穂ふ頭内
でのエネルギーの作成」「SDGs を考
慮した街づくり」「次世代モビリティ
を利用しどのような人でも楽しめる場
所」を掲げ、これを達成するスマート
シティを目指す。
　瑞穂ふ頭では風力発電、太陽光発電
を行い、その電力を用いて海の駅・ホ
テル・水族館といった施設でのスマー
トモビリティの導入、加えて瑞穂ふ頭
全体でのスマートモビリティを導入し
ており、人々の移動を楽にしている。
また、CLT の導入やバラスト水問題
解決への取り組み等、SDGs を考慮

したスマートシティにもなっている。

■講評

　共同設計による横浜瑞穂ふ頭地区の
街づくりの提案である。敷地内に留ま
らず、東神奈川駅から敷地までのふ頭
全体が、横浜の中でどのようにあるべ
きかを大きなスケールで提案している
秀作である。まず、この地区にまとま
った敷地が残っていること、さらには
横浜の中心街に近いことを利用しなが
ら、サッカースタジアム、テニスコー
ト、多目的ドームの開発を提案してい
る。そして、東神奈川駅から敷地であ
る瑞穂ふ頭の先端までを自動運転によ
るモビリティでつなぎ、必要な電力を
既存の風力発電に加え、発電機を数台

増設し、加えて横浜港の干満の差を利
用した潮汐発電、太陽光発電を行うこ
とで、海の駅、ホテル、水族館の電力
を賄おうと考えた野心的な提案となっ
ている。この設計チームは、それぞれ
の施設に必要とされる電力量を算出し
た上で、敷地内における必要な発電施
設を設置している。他にもホテルの客
室の入り口へとつながる徹底した自動
モビリティの提案や、ゼロエネルギー
を目指した開発の考え方、護岸部の人
工岩礁化による海洋生物の生態への配
慮など、アイデアとして初歩的な部分
もあるものの、これからのスマートシ
ティーを積極的に先取りしようとした
先見的な作品となっている。
　 （光井　純）

建築計画及び演習　第 2 ＋α課題

ランドスケープと 
プレゼンテーション
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上原皐暉／小櫃蓮華／古川智尋
■コンセプト ■本課題の目的と対応方法について

　一級建築士設計製図対応クラスは一
級建築士を目指す人のための準備プロ
グラムです。一級建築士の試験は、毎
年 7 月の学科試験と10月の設計製図試
験の 2 段階で実施されますが、本クラ
スでは10月に行われる「設計製図試
験」の基礎を学びます。直近の「設計
製図試験」では図書館、事務所ビル、
集合住宅、老人介護施設などさまざま
な施設が出題されていますが、作図表

現やエスキス手法には共通する部分が
多く、それらをあらかじめ学ぶことで
初受験での合格を目指します。
　講義は前半と後半にわかれており、
前半は実際の本試験を作図しながら、
線の強弱をはじめ扉や窓などの作図表
現と、階段や廊下の幅などのプランニ
ングの基礎となる寸法感覚を身につけ
ます。また、諸室の配置や関係を読み
取ることで、管理者の動線や建物の構
成について理解することが目的です。
　後半は本試験と同等にアレンジした

「海の駅」を解きながら、課題文の読
み方や、諸室の振り分けなどエスキス
の手順を学習します。優先する事項や、
設計のまとめ方を分かりやすく解説し
ています。　 （佐藤信治）

建築計画及び演習　第 2 ＋α課題

一級建築士対応製図コース
（担当：髙野洋平、桔川卓也）

26



総合演習

デザイン系
「環境と建築 

（日本建築学会設計競技）」 
（担当：佐藤信治、吉田郁夫）

【応募要領】
　建築は環境の中にたち、そしてそこ
に、新しい環境を創り出します。建築
は、どういう環境を創り出せるのでし
ょうか。 
　今、私たちは、どういう環境につい
て考えることが大切なのでしょうか。
そしてその環境の中に、どういう建築
を作ることができるか、提案してくだ
さい。抽象的な環境ではなく、街や通
り、自然など、具体的な周辺環境を設
定して、建築を提案してください。建
築と環境がどのような創造的な関係を
生み出せるか、建築が環境創造にどう
関われるか、いろいろな提案を楽しみ
にしています。
 審査委員長　妹島和世

【応募規定】
Ａ．課題
　環境と建築
Ｂ．条件
　具体的な計画対象地を設定すること。
Ｃ．応募資格
　本会個人会員（準会員を含む）、ま
たは会員のみで構成するグループとす
る。なお、同一代表名で複数の応募を
することはできない。
Ｄ．提出物
　下記 3 点を提出すること。 
ａ．計画案の PDF ファイル
　以下の①～④を A2サイズ（420×
594mm） 2 枚に収めた後、A3サイズ
2 枚に縮小した PDF ファイル。（解
像度は350dpi を保持し、容量は合計
20MB 以内とする。PDF ファイルは
1 枚目が 1 ページ目、 2 枚目が 2 ペー
ジ目となるように作成する。A2サイ
ズ 1 枚にはまとめないこと。）模型写

真等を自由に組み合わせ、わかりやす
く表現すること。
① 具体的に想定した「他者」を示すこと
② 設計主旨（文字サイズは10ポイント

以上とし、600字以内の文章にまと
める）

③ 計画条件・計画対象の現状（図や写
真等を用いてよい）

④ 配置図、平面図、断面図、立面図、
透視図（縮尺明記のこと）

ｂ． 作品名および設計主旨の Word
ファイル

　「a. 計画案の PDF ファイル」に記
載した作品名と設計主旨の要約（200

字以内とし、図表や写真等は除く）
を A4サイズ 1 枚に収めること。なお、
容量は20MB 以内とする。
ｃ．顔写真の JPG ファイル
　横 4 cm ×縦 3 cm 以内で、共同制
作者を含む全員の顔が写っているもの
1 枚に限る。なお、容量は20MB 以内
とする。

計画系
「荒川ロックゲートとその周辺地域の

多機能化の提案」
（担当：山本和清、菅原　遼、 

寺口敬秀、桜井慎一）

【課題趣旨】
　荒川ロックゲートは荒川と旧中川を
結ぶ閘門であり、双方の河川間の多様
な船舶の交通を可能とする施設として
2005年10月に供用が開始され、荒川と
旧中川、小名木川、隅田川をつなぐ重
要な役割を果たしている。また、船舶
の往来に加えて、災害時の救援物資や
復旧資材、被災者の救出などの災害復
旧活動の支援に寄与する地域の防災拠
点としても位置付けられている。
　現在、荒川ロックゲートの周辺では、
河川管理者（国土交通省関東地方整備
局・荒川下流河川事務所）と周辺自治
体（江戸川区、江東区）の連携による
賑わい創出に向けた検討が進められて

いる。この取り組みは、荒川ロックゲ
ート周辺の高台化を行うことを前提と
して、荒川ロックゲートの空間性や荒
川河川敷の親水性などを活かした地域
拠点の形成を目指すものであり、造成
された河川堤防の天端は、将来的に民
間事業者のエリアマネジメントを導入
することで、河川空間の多機能化が求
められている。また2023年 2 月には、
河川敷地の日常的管理に関する規制緩
和である「RIVASITE（リバサイト）」
が国土交通省より発表され、民間事業
者によるエリア一体型の河川敷地の活
用が可能※）となった。
　背後地域となる江東区内は内部河川
が張り巡らされており、河川沿いには
船着場や運河沿いの遊歩道が整備され
ることで、広域の水のネットワークが
形成されており、日常的な河川の市民
利用も多様化し始めている。荒川ロッ
クゲート周辺の拠点施設を提案する上
では、こうした諸条件を考慮した上で
の拠点施設の位置付けや役割を検討す
る必要がある。
　そこで本演習の課題は、今後、荒川
流域の親水拠点となり得る荒川ロック
ゲートとその周辺地域を対象に、荒川
ロックゲート周辺の地域的特徴を活か
し、地域内の回遊性や親水性の創出に
つながり得る提案を行うこととする。

【計画地概要および前提条件】
・ 河川堤防を含む周辺の高台化を前提

とした高台の民間事業者の活用案を
提案すること。

・ 荒川ロックゲート管理棟の民間事業
者の活用案を提案すること。

・ 計画地前面の河川敷地内の民間事業
者による利用管理方法を提案するこ
と。

【計画上の主なポイント】
① 荒川ロックゲートの特性（歴史性、

空間性など）を多面的に活かした計
画とすること。

② 計画地周辺に立地する各種施設や荒
川河川敷の来訪者の誘致を考慮した
計画とすること。

③ 江東区内の内部河川とのネットワー
ク構築を考慮した回遊性を生み出す
計画とすること

④ 各拠点施設が持つ資質・資源を明確
化し来訪者のニーズを考慮した計画
を検討すること。

⑤ 地域特性や来訪者属性を考慮して計
画対象地にどのような施設が必要か
を検討すること。

⑥ 各自の提案に基づいた適切な施設の
規模を類似の事例を調べて設定する
こと。

※ 水管理・国土保全局 水政課 河川環境課： 
河川敷地の更なる規制緩和で地域活性化！ 
～民間事業者の参入を促進する“RIVASI 
TE”を始動～，報道発表資料，2023年 2 月

【担当】　佐藤　信治
吉田　郁夫
小林　直明

山本　和清
寺口　敬秀 
菅原　　遼
桜井　慎一

4 年生（総合演習）

荒川ロックゲート

0 400m

荒　川

200

荒川ロックゲート管理棟

小名木川排水機場

：計画地

N

：利用管理可能な
河川敷地の範囲

：造成範囲

計画敷地図
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奥村碩人・佐藤航太 
・仲澤和希・玉木芹奈

■コンセプト

　環境問題から私たちは、海洋ごみ問
題に着目した。環境（海洋ごみ）と建
築を結びつけるものとして、海洋ごみ
アートの存在を知り、海洋ごみアート
を展示する美術館の設計を試みた。
　敷地として、海洋ごみが日本で一番
漂着する長崎県対馬市を選定した。ま
た、対馬市の中でも浅茅湾という場は、
内海で風や波が弱くシーカヤックを楽

しめる。そこで、浅茅湾に浮かぶ浮体
美術館として、シーカヤックによって
アートを巡る計画をした。
　元々、対馬市で行われていた海洋ご
みの清掃活動に加え、回収した海洋ご
みをリサイクルし、建物の建設、アー
トの製作、商品の製作・販売を、美術
館で行う。
　美術館のデザインには、円形の建築
を採用した。円形の袋の中に多くの海
洋ごみが入っている現状から、円形の
美術館の中に多くの観光客やアートで
賑わう未来をイメージした。
　そこで、年月が経つごとに、浅茅湾
に浮かぶアートが増えていく。このこ
とで、訪れた人々は海洋ごみ問題を知
ることになる。

■講評

　2023年度の日本建築学会コンペの課
題は、「環境と建築」であった。本課
題の趣旨は、「建築は環境の中にたち、
そしてそこに、新しい環境を創り出し
ます。建築は、どういう環境を創り出
せるのでしょうか。」と課題文にある
ように、建築はそのものだけで存在す
るのではない。その周辺の環境とどの
ように影響し合うのか、または環境と
融和するのか、環境と対峙するのかな
どを考えさせる課題でした。
　本計画は、長崎県の対馬を対象とし
ています。そこでの環境とは何か？
それは、海流の関係で諸外国から流れ
着くプラスチック製のゴミの環境汚染

問題です。対馬市は、日本海に位置す
る島です。そのため、対馬海流の影響
でさまざまなゴミが流れ着いてしまう
環境下にありました。そこでたんにプ
ラスチック製ゴミを処分してしまえば、
目の前からゴミは消えます。しかしな
がら、また次の日も、その次の日も流
れ着くゴミ。その繰り返しです。では
どうしたらいいのか、その回答がこの
提案です。つまり、目の前からゴミを
消し去るのではなく、目の前に置いて
おくのです。つまり、ゴミ問題を可視
化するということです。
　こうすることで、視覚的にはゴミ環
境は消え去るのですが、ゴミ問題は顕
在化させるということに成功したとい
うわけです。 （佐藤信治）

総合演習　デザイン系

海洋ゴミをリサイクル、
そして建築へ

日本建築学会設計競技2023 タジマ奨励賞
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総合演習　デザイン系

植罪
～負の遺産を還す～

日本建築学会設計競技2023 東北支部入選
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荒木陽哉・山口直也 
・黒坂龍乃介

■コンセプト

　世界有数の森林面積を持つ日本は昔
から森林とともに生きてきた。しかし、
高度経済成長期の木材需要で全国的に
森林が伐採され人工林が植えられた。
その後人工林は需要低下により放置さ
れ、周辺環境に悪影響を及ぼすことと
なった。中でも鳥獣被害は昨今、全国
的な問題となっている。
　本計画はさまざまな悪影響を与える

放置林を伐採し本来の天然林への回復
を目的とする。天然林を育成するあい
だ伐採した人工林を活用して鳥獣被害
対策としての柵を設ける。しかし柵に
よってできた境界は森林と人との関係
を断絶させてしまう。そこで、境界線
に学びとふれあいを与え、森林と人と
の関係維持を図る。長い時間をかけて
天然林が育成するにつれて人工の境界
線から天然の境界線へと変化する。そ
して役目を終えた柵は朽ち、天然林を
見守りながら土へと還っていく。
　かつて使おうとして植えた木々は現
代ではわれわれへの悪影響となってし
まった。いまを生きる私たちはその問
題と向き合っていかなければならない。

■講評

　2023年度の日本建築学会コンペの課
題は、「環境と建築」であった。本課
題の趣旨は、「建築は環境の中にたち、
そしてそこに、新しい環境を創り出し
ます。建築は、どういう環境を創り出
せるのでしょうか。」と課題文章にあ
るように、建築はそのものだけで存在
するのではない。その周辺の環境とど
のように影響し合うのか、環境と対峙
するのかなどといったことを考えさせ
る課題でした。
　本計画のキモは、放置林を環境問題
の解決手法としているところにありま
す。地球温暖化の影響か異常気象が頻
発しています。そのことが野生の動物

たちの餌となる木の実などを減少させ
ている一因ではないかといわれていま
す。そこで近年報道されているのが、
野生動物と人間の生活環境とのコンタ
ミ問題です。野生動物である熊は都市
部まで降りてきて人間に危害を加える
ことが度々報道されています。
　こうした、野生動物と人間環境を一
時的に切り分けるために、放置林を活
用するのです。具体的には、人里と動
物の生息環境との間の放置林を一定の
広さで伐採し、その伐採した木材で長
大な塀を作るという計画です。人と野
生動物の距離がある程度保たれた未来
には、放置林で作った柵は自然へと戻
ります。本提案は、東北支部入選を果
たしている。 （佐藤信治）



門谷采実・金井和奏 
・中島啓太・中村光佑 

■コンセプト

　津波によって甚大な被害が想定さ
れる高知県日高村に被災者のための
仮設住宅を“備築” する建築を提案す
る。文化、教育、行政、体験学習を取
り入れた地域センターに災害時にはい
ち早く仮設住宅となる備蓄があること
で、通常時は住民の利便性の向上、災
害時避難先の確保、情報伝達の円滑化
を担う。災害時に展開される仮設住宅
のフレーム・接合方法・間取りの設計

も行った。これらは地域センターを取
り囲むように設置され、震災時にはフ
レームごと解体することで仮設住宅と
して展開する。この仮設住宅はセルフ
ビルドが可能で、工期短縮と入居者そ
れぞれのライフスタイルや家族構成に
合わせたカスタマイズ・増築を可能に
する。避難生活が進む中でも仮設住宅
の姿が変化し、この過程において地域
住民と被災者の交流が増えていく。敷
地に隣接する林で林業を行う拠点とし
ての用途を持つことで備蓄に必要な木
材の調達、日高村の発展につながると
考える。地域に根付いた施設を避難生
活の拠点とすることでコミュニティ形
成の基盤をも備える“備築”となる。 

■講評

　建築学会コンペ「環境と建築」の提
案である。このコンペでは、何が求め
られている環境で、そこの中で建築が
どうあるべきかが問われている。本提
案は、環境を未来と捉えている。将来、
起こりうる巨大な地震とそれに伴う津
波による災害が訪れるはずであり、そ
の未来の環境を想定している。ではそ
こで求められている建築は何か？
　東日本大震災を見るまでもなく、災
害後に必要なものは、安定した生活環
境である。それらすべてをあらかじめ
用意するのは市民生活において二重の
負担となり、費用的にも空間的にも不
可能である。しかしながら、未来の環
境はそれを欲するのが見えている。そ

こで本提案は、現在の公共建築の中に
未来に使えそうな要素をあらかじめ組
み込んで作っておくというものである。
具体的には、高知県にある放置林を利
用して、三角形のテント状の構造物を
作成しておき、それを公民館などに遊
具やベンチなどとして一般利用のため
においておくことである。災害時には、
これらを利用して仮設住宅を素早く提
供する。
　災害に対する問題意識としては大変
よくわかる話ではあるが、災害の規模
に対してはあまりにも細やかな対応で
ある。しかしながら、つい陥りがちな
イマ、ココ、オレ、だけでないイツカ、
ドコカ、ダレカの目線があるというこ
とは大変素晴らしい。 （佐藤信治）

総合演習　デザイン系

備築
―蓄え、展開するくらし―
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川名神威・小松直純・谷原功祐 
・大橋賢志郎・佐藤安純

■コンセプト

　先端技術を駆使した飲食店、自動船
舶による水上交通やドローン技術の活
用により、荒川ロックゲートに近未来
の空間をつくり出す。
　防災学習により小中学生を、先端技
術の展示やイベント開催により企業を、
水辺の飲食店により地域住民の集客を
誘導し、荒川ロックゲートに地域拠点
を形成する。昼間は地域住民や小中学

生の交流、夜間は企業間の技術交流を
促し、時間帯に応じた来訪ターゲット
を分ける。今後実用化が予想される技
術（eVTOL など）の実証実験を展開
する場としても位置付け、地域拠点を

「未来拠点」として、近未来の社会を
見出す場として計画する。

■講評

　今年度の課題テーマは「荒川ロック
ゲートとその周辺地域の多機能化の提
案」と題して、日常生活の中では意識
することがほとんどない土木構造物で
ある「ロックゲート」を地域のシンボ

ルとして捉え、江戸時代には塩の道と
して舟運で賑わいを見せていた本計画
地に、都市防災や規制緩和による河川
空間の新たな賑わい拠点の創出を目指
し、現代的な河川空間の活用方策を求
めたものである。
　本作品では、計画地周辺での日中の
活動人口に比べ夜間の活動人口がほと
んどないことや、計画地のシンボルで
ある荒川ロックゲートには、来訪者を
滞留させるような要素がなく、さらに
最寄り駅からのアクセスの悪さを課題
点として捉えている。また当該計画地
が有するポテンシャルの抽出において
は、居住地域から計画地までの距離を
逆手に取り、通常では居住地域への配
慮が必要とされる「光」や「音」とい

った環境要素を、積極的に提案の中に
活かしている。さらにロックゲート左
右両岸の階段状部分を客席、水面をス
テージとして捉えることにより、地味
な存在のロックゲートにエンターテイ
ンメント性を付加させる等、計画地周
辺の地域分析として高く評価できる。
　また荒川という地の利を活かし、小
名木川から隅田川、荒川から御台場ま
での水上交通網による観光客の誘致等、
新たな舟運の活用を模索し提案してい
ることも秀逸であるといえる。
　計画地全体のゾーニングや施設計画
も論理的に構成されており、図面の表
現力の高さや建築計画的な視点から見
ても、本作品は非常に完成度の高い優
れた作品であるといえる。 （山本和清）

総合演習　計画系

A.L Station
水上交通と先進的活用による地域
充実化の提案
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石田大誠・今市尚大・川上真平 
・鈴木陽斗・樽谷英俊

■コンセプト

　本計画では「運動不足の解消」「水
上アクティビティの普及」をコンセプ
トとした複合型スポーツ施設とした。
　施設名「SWASH」とは、波が立
てるザブンという音を意味しており、
荒川ロックゲートとともにまちのシン
ボルとなるようなネーミングにした。
本計画は、スポーツジムやレッスンス
タジオなどの屋内スポーツ施設、バス

ケットボール、スケートボードといっ
た屋外スポーツ場、水遊び場や水上ア
スレチックといったファミリー向け施
設、水上交通施設で構成されている。
　閘門で挟まれた水面ではサイドの護
岸を階段状に整備することで、SUP
の乗り降りが容易にできるようにした。
そして江東内部河川での水上アクティ
ビティと連動することで、水上アクテ
ィビティの普及につながる。屋内スポ
ーツ施設は形状を曲線的にし、飲食店
やキッズスペースを設けることで日常
的な利用頻度を向上させる。また、堤
防斜面は、波打つ階段状に整備するこ
とで、屋外スポーツ場で開催している
イベント等を観戦できるようにした。
屋外スポーツ場と水遊び場をつなげる

橋は、波の形を模した形状とすること
で、計画地全体で波を連想させ、回遊
性を高めた。

■講評

　都市河川の市民開放に向けた施策が
展開されはじめた昨今、都市生活者の
余暇活動のひとつとして、日常的な水
辺・水上での多様なアクティビティを
受け入れる拠点が求められている。本
提案は、荒川ロックゲートを地域シ
ンボルとして位置付けた上で、SUP、
カヌー、水上アスレチック等の「水」
に特化したアクティビティや水辺での
日常的な運動を促す地域拠点を提案し

ている。水
みな

面
も

をモチーフとした建築お
よびランドスケープの有機的なデザイ
ンは、水がゆっくりと流れ広がるよう
に、来訪者の動きや混ざり合う滞留活
動を促すであろう。本提案は荒川の河
川敷（ひいては全国の河川敷）の均質
化した利用行動・行為に対して新たな
水辺の価値を発信するものであり、荒
川ロックゲートにとっては、歴史的・
機能的価値にとどまらない、新たな東
京の水辺のシンボルとして再認識され
るきっかけにつながる可能性がある。
そのためには、東京の水辺に点在する
多様な資源をていねいに分析し、それ
らをネットワーク化させる仕組みため
の俯瞰的な視点による提案も重要とな
る。 （菅原　遼）

総合演習　計画系

SWASH
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卒業設計

【担当】　佐藤　信治 
小林　直明
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浅井駿来

　近年、世界的に大きく注目され、人
類の未来を切り開く宇宙開発。日本の
宇宙産業を考えるにあたって開発のポ
テンシャルを持つ離島に高高度気球を
使用した宇宙港を設計する。離島は本
土から距離があり、海を渡るため資材
の輸送にはコストがかかってしまい、
開発の大きな障害となる。そこで、小
さい状態で物資を運び到着したら大き
な空間を作ることができるという宇宙
への輸送技術を活かした建築、設計手
法を提案する。今後、衰退し輸送力の
低下も予想される離島にこの技術を活
かした建築を提案することで、離島の
ポテンシャルを最大限引き出し、宇宙
産業の発展、新たな建築空間を作り出
す。離島建築の新たなモデルとなり、

未来を担っていく。
01　宇宙産業が持つ可能性

01-1　遅れをとる日本の宇宙産業

　世界的に注目される宇宙産業である
が、日本では衛星を運ぶロケットや発
射場の不足により海外諸国と比較し、
生産高は横ばいで伸び悩み、遅れをと
っている。
01-2　宇宙開発に適した離島

　宇宙開発を行うには発射後の安全面
を考慮し、海の近くで開発を行うのが
理想である。日本には離島が多く存在
し、宇宙開発を行うには適した土地性
を持つ。
02　さまざまな問題を抱える日本の離島

02-1　衰退していく離島

　日本に存在する有人島の 9 割以上で

過疎化が進行している。また、資材輸
送にコストがかかり、経済発展しにく
いという問題を抱えている。
02-2　離島を結ぶ海底ケーブル

　離島との通信は海底ケーブルをとお
して行われているが、高額な維持管理
費の発生や漁船による切断等の問題が
起こっているため、海底ケーブルに頼
らない新たな通信インフラの確保が必
要である。
03　 宇宙への輸送技術を離島に活用した 
建築形態

　宇宙へ資材を運ぶ際、輸送量に限り
があるため、モノをできるだけ小さい
状態で運ぶ必要がある。離島は本土よ
りも距離があり、海を渡るため、物資
を輸送するのには宇宙と同様に限りが

卒業設計

絶海の未来航路
―宇宙輸送技術を活用した離島型
宇宙港の提案―
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ある。今後、衰退し輸送力も低下する
ことが予想される離島に宇宙への資材
輸送の技術が活かせると考える。宇宙
輸送の技術を地球に逆輸入することで、
離島を活かした新たな建築空間が生ま
れ、離島建築の未来をも担っていく。
04　 高高度気球を用いた 
離島のインフラと観光の拠点 

　ロケットや発射場が不足している問
題に対応し、高高度気球を用いたイン
フラと観光拠点を提案する。気球はロ
ケットよりもはるかに低コストで宇宙
開発が可能になる。気球を利用するこ
とで通信や低価格での宇宙旅行、気球
からのロケット発射などさまざまなイ
ンフラや観光の拠点として機能する。
宇宙開発が進むことで生活がより便利

に豊かに変化していく。
05　日本の最西端にある絶海の島

05-1　沖縄県与那国島

　離島型宇宙港のモデル、ケーススタ
ディとして日本最西端の場所に位置す
る沖縄県の与那国島を敷地として選定
した。農業と観光を主産業とし、周辺
には中国や台湾など海外諸国も点在し
ている。最近では、中国船による海底
ケーブルの切断や盗聴器の設置という
問題がとくに問題視されている島であ
る。
05-2　風配図による決定

　気球は風に乗って浮遊し、その方向
に民家や山、飛行機の航路などがある
のを避ける必要がある。与那国島の風
配図から、年間をとおして北からの風

が多いと読み取り、気球の航路が確保
できる海に面した島内の南側を敷地と
した。
06　宇宙技術を活かした設計

06-1　 工事、設計の公共化に寄与する 
増減可能な離島型建築

　軽量の膜と細い柱を使用するため、
利用者の変化等に合わせて増減が可能
となる。柱は重機がなくても人が扱え
るサイズとすることで誰でも増減が可
能となり、工事、設計の公共化に寄与
する。今後の離島に適応する宇宙技術
を活かした建築空間となる。
06-2　膜で緩やかに区切られる内と外

　内と外は透明な膜で緩やかに区切ら
れ、膜で作られた軒が人々の居場所を
つくる。

06-3　風船素材で構成される空間

　吊られた風船素材が空間を分ける新
たな建築空間となる。
06-4　環境負荷軽減装置として機能する膜屋根

　膜屋根は日射抑制を行い、やわらか
な明るさを内部へと届けることで照明
利用が削減される。膜の下の大空間は
風の通り道になることで、自然エネル
ギーの活用につながる。
07　離島の未来にむけて

　現在日本には416の有人島が存在し
ているがその 9 割以上で過疎化が進行
している。離島は日本の経済水域や海
洋資源を守る役割も担っている。宇宙
の技術を活かした建築が離島の新たな
モデルとなり、離島、そして日本を守
ることにつながっていく。

2023年度桜建賞 受賞 
第36回千葉県建築学生賞 特別賞 /JIA 全国卒業設計コンクール2023 出展
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富永玲央
　私たちが日々使用している日用品、
移動手段には欠かせない自動車、そし
て建築資材など、世の中のあらゆるも
のに鉄は使用されている。鉄は文明の
礎として、古代から必要な道具として
使われていた。経済が発展し産業革命
が起きると、人々は高炉を用いて大量
の鉄を製造することに成功した。鉄は
人類にとって必要不可欠な資材であり、

今後も欠かせない資材として在り続け
る。
　製鉄という産業は、人々の生活に欠
かせない鉄を生み出している半面、地
球から鉄鉱石という資源と広大な土地
を奪い、大量の二酸化炭素を排出して
地球を苦しめている。長い年月をかけ
て地球を苦しめてきた製鉄は今日、新
たな改革に迫られている。
　製鉄所に聳え立つ高炉は、鉄鉱石と
石炭を燃やし、鉄を作る、製鉄所で最
も重要な心臓部である。この高炉は工
業のシンボルとして火を灯し続けてい
るが、大量の二酸化炭素排出により休
止に迫られた製鉄所から消えつつある
状況にある。
　広大な敷地に佇む製鉄所は、街のラ

卒業設計

鉄の起水とアグリズム
水素製鉄を用いた新たな製鉄所の
在り方
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ンドマークとしてその街の経済を支え
てきた存在であるが、その実態は「鉄
を作っている」というだけで、製鉄の
工程や仕組みについてはあまり知られ
ていない。製鉄所はブラックボックス
化され、中身を明かされないまま街か
ら失われていく。
　製鉄産業の衰退が進む中、水素によ
る製鉄技術が世界で注目されている。
従来の製鉄では鉄を 1 トン生成するた
めに 2 トンもの二酸化炭素が発生して
しまうことが問題視されている。石炭
の代わりに水素を使用し鉄鉱石を反応
させることで、二酸化炭素の排出を抑
えて鉄を生み出すことができる。この
技術を利用し、再び高炉を稼働させて
いく。

　水素製鉄では石炭を使用せずに製鉄
を行うため、二酸化炭素の代わりに水
が排出される。この水を利用し、ブラ
ックボックス化された製鉄所を開き、
街のシンボルとして鉄の価値を再認識
させる新たな製鉄所へとリノベーショ
ンを行う。
　神奈川県川崎市扇島地区に位置する
JFE スチール東日本製鉄所内の第二
高炉を計画敷地とする。ここは製鉄所
撤退後、水素拠点の開発予定地として
注目されている敷地である。社会から
の注目が集まった製鉄所をケーススタ
ディの第一拠点として稼働していく。
　産業の空洞化によって衰退する製鉄
所に排出水を用いた公共施設を導入す
ることで、水と触れ合いながら製鉄を

感じ、ブラックボックス化した街のシ
ンボルを開くことができる。水素製鉄
によって高炉は街に開いた公共施設へ
と変化する。
　高炉からは排出水以外にも余熱や高
炉スラグが発生する。余熱を利用した
銭湯、高炉スラグを肥料として使用す
る農地などを計画する。
　高炉に最も近い上層部には比較的高
温の余熱を利用する銭湯やレストラン
を設け、中層部には温室栽培所や宿泊
施設を設けることで程よい温度を保つ
ことができる。低層部には高炉スラグ
の排出場を設ける。鉄分を豊富に含ん
だ高炉スラグを肥料として利用するこ
とのできる農地を設ける。比較的大き
な農地は企業用農地として製鉄所が管

理運営する。小さな農地は一般来客者
が利用できる賃貸農地として機能する。
農業を返したコミュニティにより、今
まで閉ざされていた製鉄所を公共的製
鉄所として街に開放する。
　製鉄所内で製造された鋼材を用いて
建築を作る。鋼材をあえて露出した意
匠を施すことで、鉄が生活を支えてい
ることを示し、生活と製鉄の親和性を
深める。
　水素による公共的製鉄所として注目
を浴びたこの建築は、川崎にとどまら
ず、全国各地の製鉄所にも広がってい
く。高炉を街に開き、製鉄と生活が共
生することで、文明の礎としての鉄の
価値を再認識する。そして鉄はこれか
らも必要な資材としてあり続ける。

第35回千葉県建築学生賞 奨励賞
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八阪柊吾
　主要都市に中枢機能が集中している
現代において、その近郊は人々が暮ら
すために区画整理が行われ多数の住宅
が並ぶ風景が見られるようになりまし
た。私はこの都市周辺の街が整備され
て、均一化された平凡な風景に変わり

ゆく現代の都市開発の在り方に対し、
それぞれの土地の持つ文化を持ち合わ
せた建築が成されることが大切だと感
じます。
　そんな私の暮らす街、行徳はかつて
海と川に挟まれた水域環境に富む土地
であり、江戸湾岸における塩、海苔の
産地として栄え、隣接する旧江戸川は
江戸へ塩を運ぶための水路としても利
用されました。しかし現在は、区画整
理がされて人口が増加したことに伴い
街の安全が求められる様になった結果、
水域の繁栄が失われ、どこと変わりな
いベッドタウンの風景となってしまい
ます。
　この要因として、水域との関係を遠
ざけることになった土木構造物に人々

の愛が込められていないからではない
かと考えられます。これを改善するた
めに、行徳に今も残り続けている木工
技術の生業を基に、寄生という手法を
用いて抜け殻となった土木構造物に生
業を宿します。寄生を建築的思考で解
釈すると、寄生する要素が宿主である
構造物の機能に依存することでかつて
の記憶を保管しながら、新しい生業を
生むことです。したがって、この手法
は行徳の風景が失われてしまった背景
を残しながら、昔この場所にあった活
気を取り戻すきっかけを生み出すこと
ができます。
　今回はその寄生源として、今も行徳
に残り続ける生業である神輿やべか舟
に用いられる木工技術の生業を基に、

行徳が失ってしまったアイデンティテ
ィの再生を試みます。
　これらの手法によって新たに変化す
る土木構造物の用途として、木工船の
造船所を計画します。水閘門の機能に
依存しながら行われるべか舟の製造は、
機械化された水域を行徳の生業を通じ
てわれわれが馴染みやすいものに変え
てくれます。したがって、この場所で
造られるべか舟は水域に再び活気をも
たらし、行徳の風景を取り戻す、大き
な役割を担うことことが期待できます。
行徳の文化で覆われた土木構造物は、
次第にかつてあった水域とここで暮ら
す人々の生活が結び付き、人々に愛さ
れる場所へと変化していくのではない
だろうか。

卒業設計

行徳寄生建築

第36回千葉県建築学生賞 JSCA千葉・構造デザイン特別賞
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樋口大雅
　日本の国土面積は世界63位であり、
他国と比べて国土が狭く資源が乏し
い。そのため東京では、人口一極集中
によってさまざまな問題が生まれてい
る。しかし、海洋面積は世界 6 位であ
り、日本にとって海は非常に重要な価
値を持っている。本提案は東京湾上に
海上都市を計画し、土地利用の制約を
克服するとともに、海水の蒸留を利用
した水循環を用いて、人口一極集中に
よって顕在化する自給率問題・水質問

題の解決を目指す。
01　東京一極集中によって顕在化する問題

　東京圏の人口が総人口に占める割合
をみると、1950年には15.5％であった
が、1990年には25％を超え、国民の 4

人に 1 人が東京圏に暮らす状態になっ
た。以降も東京圏への人口の集中は続
き、2019年には29.1％と総人口の 3 割
近い人々が東京圏で生活を送る。それ
に伴い複数の問題が顕在化している。
02　海上都市による首都圏の拡張

　現代社会における土地利用の制約を
克服するために、本提案は将来的に東
京湾全体に広げる海上都市群の第一区
となる都市を計画する。生活領域を拡
張し、海上における新たな都市の在り
方を提案する。その中で海水に着目し

た新たな水循環を創り出す。地球上に
存在する水のうち、97.5% を海水が占
めており、私たちの生活に使われるよ
うな河川などの水は全体の0.02％ほど
でしかない。この実質無限に存在する
海水という資源を都市に循環させ、東
京の自給率問題、東京湾の負のスパイ
ラルの問題解決にアプローチする。
03　計画敷地

　具体的な計画敷地として、東京湾の
中央部を横断する東京湾アクアライン
と接続し、陸上と海上の双方から接続
可能な海ほたるの北側の海上を考える。
かつての東京湾は水産業なども盛んで
あったが、高度経長期の水質汚染など
の影響で、1960年から漁獲量が1/10ほ
どになるなど、深刻な水質問題を抱え

ている。
04　都市の核となる水循環

　自然の中で海水は太陽の熱で蒸発し、
やがて雨となって川から海に流れ出る。
この自然の水循環に着目し、建築の中
で管理、操作することでさまざまな付
加価値を生み出す。これにより自然に
近い形で環境の負荷が少ない自給シス
テムを確立する。具体的には、蒸留装
置を核とした水循環を創り出す。蒸留
装置で海水が不純物と分離されて水蒸
気となり、蒸気タービンにより発電さ
れながら上昇する。その後冷却器によ
って復水した淡水が、流れ落ちるよう
に都市全体に生活用水を巡らせ、親水
空間を生み出す。きれいな水はやがて
海に流れ出ることで水質改善を行う。

卒業設計

海上円環都市

第54回毎日・DAS学生デザイン賞 入選 /赤れんが卒業設計展2023 100選
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藍野友輝
　多様化する社会に適用するために、
従来の価値観を改めなければならな
い時代となりつつある今、それはトイ
レの在り方にまで影響を及ぼしてい
る。「The Tokyo Toilet」 で は 多 様
性を受け入れる社会の実現を目的に性
別、年齢、障害を問わず誰もが利用で

きる公共トイレを渋谷区内に設置する
プロジェクトが実施された。さまざま
な場所でトイレの可能性について議論
される。目まぐるしく変化する世の中
においてさまざまな視点から考え直さ
れる「トイレ」を起点に都市構造を再
解釈することで都市に新たな価値を見
出すことはできないだろうか。トイレ
的観点で都市を再考することは言い換
えれば都市の余剰物を受け止める「ト
イレ」のような受け皿的建築を作るこ
とであり、それらは行き場を失ったゴ
ミたちの新しい使われ方を提示するこ
と、今の都市空間に欠如している都市
の喧騒から逃れる場をつくることであ
る。また男性トイレ・女性トイレが当
たり前といった世の中の固定観念を捨

て去り更新することを目的としている。
歌舞伎町は昔から今日まで多様な人種
を受け入れる懐の深い街である。2023

年には「東急歌舞伎町タワー」が建設
された。多様性を認めるこの町に試験
的に設置されたこれからの新しいトイ
レ「ジェンダーレストイレ」は開始 6

カ月で廃止された。トイレ事業で失敗
に終わった歌舞伎町で本来この町に必
要なトイレの在り方とはどのようなも
のだったのか。街の実態を調査、分析
を行い歌舞伎町にてトイレ的観点で
人々の多様な排泄を受け止める新しい
意味のトイレ的建築をこの地で試みる。
設計に先立ち、トイレにおける「排泄
物」への解釈を広げた視点から歌舞伎
町に存在する排泄物を収集する。排泄

物は目に見えるもの見えないもの限ら
ずその痕跡までも収集の対象とする。
前項の調査によって、得られた物から
分析対象を選別する。S︲ 手のひらサ
イズの排泄物、M︲ 家具什器スケール
の排泄物、L︲ 建築スケールの排泄物、
XL︲ 都市スケールの排泄物、＋︲ 人々
の排泄行為（ふるまい）とカテゴリー
を作成した。収集で得られたカテゴリ
ーの組み合わせで人々の排泄行為を受
け止める建築を人々のふるまいを参考
に作成する。できた建築を既存の都市
空間に寄生させる。私の設計した建築
は私たちの考える尿便を受け止めるト
イレは一つもない。広義的に人々の排
泄行為を考えたとき、見えてきた排泄
物を受け止める建築として機能する。

卒業設計

便所的パラサイト
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修士設計

【担当】　佐藤　信治
小林　直明
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太田優人
1．はじめに

　近年、区庁舎や市役所といった地方
自治体の公共施設は大きな変化の中に
ある。かつて City Hall は行政サービ
スを住民に届ける基本的な機能が主体
であったが、現在ではその要求は多様
で高度なものとなっている。とくに近
年の自然災害の増加に伴う防災機能の
強化と住民が日常利用できるコミュニ
ケーション機能が必要とされている。

そこで本提案では、防災・交通・文化
教育の観点から庁舎を位置付けし、庁
舎と防災公園、緊急輸送道路、河川と
連携した防災のネットワークを形成す
ることで、水陸両方と連携した地域の
防災拠点となる庁舎施設を提案する。
2．計画背景

2.1  City Hall の役割と変遷

　City Hall（Town Hall）は、公共
空間と市民との関わりの条件を定める
場所として、中世ヨーロッパから歴史
が始まった。その役割は時代とともに
進化してきたが、現在の日本において、
City Hall は住民が滅多に訪れない場
所となり、個人と国家ないしは市区町
村との関係値は希薄となっている。近
年の技術革新から行政サービスのデジ

タル化が進み、少子高齢化も進行する
ことから、来庁者数はますます減少し
ていくと推察される。このことを受け
て、今後長期に渡って誰もが気軽に来
庁できる庁舎の在り方について考える
ことが重要だといえる。
2.2  木造住宅密集地域不燃化

　関東大震災や戦後復興期さらには高
度経済成長きにおいて形成された木造
住宅密集地域は、地域の危険度が高く、
地震や火災による大きな被害を受けや
すいことは周知の事実である。東京都
では、これらの地域の改善を進めるた
め2012年より「木密地域不燃化10年プ
ロジェクト」を立ち上げ、不燃化特区
制度などを通じて防災都市まちづくり
を推進している。

2.3  東京都の水上交通

　東京ウォータータクシー㈱は、2016

年より東京を「水辺の都」として演出
し、道路輸送のみに頼らない多様な交
通手段を活性化することによって環境
に配慮した国際港湾都市であることを
世界的にアピールし、大規模災害の発
生時における緊急被災者輸送、陸上交
通遮断に対応する連絡交通手段などこ
まめな舟運機能を発揮し、日本初とな
る公共交通サービスとして事業展開を
進めている。しかし、東京都の水上交
通の問題点として、運河の狭さや橋の
存在、潮の干満などの物理的な制約や
気象条件などによる課題も多い。
2.4  京都江戸川区

　江戸川区は、徳川家康の関東入りを

修士設計

水運を活用した江戸川区
の新庁舎の設計
― 防災に特化した庁舎施設の 
提案 ―
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機に新川を起点に、水路の開削により
発展してきた地域である。昭和 7 年に
江戸川区が誕生し、人口約10万人とな
った。都市としての地位を確立したが、
太平洋戦争時の空襲により大きな被害
を受け、戦後の復興で木造住宅密集地
域が生まれた。木密地域に加え、区の
7 割以上が海抜 0 メートル地帯である
が、ハザードマップでは“ここにいて
はダメです”と訴えかけ、区外への避
難を促しており、区として区民を守る
責任を果たせていないのが現状といえ
る。また江戸川区は 5 つの鉄道路線が
東西に通っているが、南北を結ぶ鉄道
はなく、主にバスでの移動が中心とな
っている。そこで「メトロセブン構
想」という環状高速鉄道のプロジェク

トが考えられているが、この構想は平
成 6 年から始まったにも関わらず、令
和 5 年現在でも実現していない。この
江戸川区では現在、区役所本庁舎の老
朽化が進み、船堀 4 丁目に新たな移転
計画が進行中である。
3．提案概要

　以上の計画背景を踏まえて本提案で
は、防災・交通・文化教育の観点から
庁舎の位置づけを決定した。以下に本
提案の提案方針を示す。
⑴ 防災の観点から、災害時の司令塔の

役割を果たし、各防災拠点と連携を
図る。

⑵ 交通の観点から、南北方向の交通事
情を改善するための水上交通拠点と
しての役割を担う。

⑶ 文化教育の観点から、柔軟に対応で
きる多目的空間を提供し、江戸川区
の水辺を活かした計画とする。

4．計画方針

4.1  平常時から非常時に対応できる柔軟な全体計画

　日常的に地域住民が利用できる親水
空間の創出や、災害時における基幹的
広域防災拠点と連携した防災公園の計
画、江戸川区の南北方向の交通事情の
改善を図る交通拠点として庁舎施設を
計画する。この計画により、平常時の
地域の賑わいと非常時の安全確保の両
方を目指す。
4.2  災害発生時支援する庁舎

　新庁舎は、災害が起きた際に復旧・
復興の司令塔として機能する。氾濫時
の想定される最大浸水深や流速を考慮

し、重要施設の配置や非常電源、備蓄
倉庫の計画が重要となる。また、区の
公共施設として帰宅困難者を受け入れ
る機能などを想定する必要がある。
5．基本計画

5.1  敷地選定条件

　計画背景および計画方針に基づき、
以下のように敷地選定条件を定める。
⑴地理的に江戸川区の中心部に位置す
る場所　⑵防災拠点になり得る場所　
⑶水上交通拠点としての役割を果たせ
る見込みのある場所　⑷執務空間の充
実が見込まれる場所　⑸住民同士のコ
ミュニティ向上が図れる場所
5.2  選定敷地（江戸川区船堀 2丁目）

　敷地は、江戸川区船堀 2 丁目の木造
住宅密集地域を計画エリアとする。

2023年度加藤賞 受賞
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小林功基
1．はじめに

　世界には数多くの水中遺跡が存在し
ているが、それらの保存と研究の環境
は良好なものとは言い難い。本計画で
は大型ケーソンで水中遺跡を囲み、保
護を行いながら研究環境の改善も同時
に行うものである。また、博物館、研
究施設のリゾート機能を融合させた複

合研究リゾート施設とする。これによ
り国からの支援に頼ることのない事業
スキームを組むことで、収益を獲得し
それらを研究費に回すことを期待する。
2．計画背景

2.1  世界に数多く存在する水中遺跡

　世界に数多く存在する水中遺跡の中
でも発見されるカテゴリーとして最も
多いものが沈没船である。UNESCO
の試算によると世界中の水中には100

年前に沈没し、水中文化遺産となり得
る沈没船が少なくとも300万隻は存在
しているといわれている。
2.2  水中遺跡研究に付随する課題

　水中遺跡の研究に関して遺跡が水中
に存在するという特性上、ダイビング
を行いながらの作業が必要となり、そ

の際圧縮された空気を吸うことになる
ことから潜水病を発症する恐れがある。
また、多くの沈没船は発見された際、
船体に土が覆い被さっていることが多
い。これにより沈没船は無酸素状態で
保存されバクテリアなどが繁殖できな
い良好な環境で保存されることとなる。
しかし研究を行うにはこれらの土を除
去する必要が出てくるため、故に沈没
船の調査は破壊活動であるといわれる
ことも多い。
2.3  観光地化が難しい水中遺跡

　水中遺跡は水中に存在することから
陸上の遺跡とは異なり観光地化するこ
とが非常に困難である。水中遺跡を実
際に見学する場合は観光客自らスキュ
ーバーダイビングを行う必要が出てく

る。このことから水中遺跡の見学には
多額の費用を要すると同時に、遊泳能
力などが問われるため、高いハードル
が立ちはだかり、その結果観光地化す
るのが難しい現状に置かれている。
2.4  世界における水中遺跡への関心

　水中遺跡に関して2001年に大きな変
化があった。それが「水中文化遺産保
護条約」の採択である。この条約は
2009年に発効され2022年時点の締約国
の数は72カ国となっている。これは
UNESCO 加盟国である193カ国を基
準として考えると約37％ととても低い
ことが分かる。また、日本における水
中遺跡への関心も同様に低くなってお
り、それは社会的要因と地理的要因か
らくるものである。社会的要因として

修士設計

水中遺跡の保存及び 
利活用に関する研究
―鷹島神崎遺跡を対象とした
複合研究リゾート施設の設計―
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は日本では陸上にも多くの文化遺跡が
存在しており、これらの開発が中心で
あった。このことから水中遺跡まで開
発を広げることができなかったことが
挙げられる。地理的背景としては日本
は諸外国と比較して沿岸部の水深が深
くなっていることからトレジャーハン
ターによる被害があまり見受けられな
かったことが挙げられる。
3．提案概要

　一般的に困難な状況に置かれている
水中遺跡の保存と研究環境の改善を行
うと同時に、研究と観光の融合を図る
ことで国からの支援に頼らない自立し
た施設運営を目指し、本施設を起点と
し水中遺跡のさらなる周知を行う。
4．計画方針

4.1  水中遺跡の保存と活用

　保存環境が整備されていない水中遺
跡を大型ケーソンを用い囲み、外的要
因からの劣化を防ぐとともにその遺跡
を誰もが簡単に見学ができるよう整備
を行う。保存環境が改善されるだけで
なく、多くの人々が水中遺跡を知るき
っかけとなり認識向上に役立つ。
4.2  水中遺跡研究環境の整備

　水中考古学の発展を目指し、研究環
境の改善を行う。対象遺跡周辺の水位
を下げることで潜水時間の短縮を図り、
研究者の身体的負担を軽減することを
目指す。また、研究者が長期滞在しな
がら調査を行えるような環境の整備を
行う。
4.3  資金循環型施設

　近年の博物館、水中遺跡の研究背景
を鑑み、税金に頼らず自立して運営、
研究を行うことができる環境の整備を
行う。来訪した人々がホテルやレスト
ラン、会議場を利用することで生まれ
た収益を展示、研究にかかる費用に回
すことが可能となり、今後の水中考古
学の発展に役立つ。
5．基本計画

5.1  敷地選定条件

　計画背景および計画方針により以下
のように敷地選定条件を設ける。
⑴比較的浅い水中に遺跡が存在する場
所　⑵沿岸部から近い場所　⑶近年対
象の遺跡が注目されている場所　⑷ア
クセス性の良さを有する場所
　これら挙げた条件から複数の候補敷

地をリストアップし敷地の選定を行う。
5.2  選定敷地

　5.1で示した条件などから考慮し、
今回の計画敷地として長崎県松浦市鷹
島沖を選定した。この敷地に存在する
鷹島神崎遺跡は国の指定史跡に指定さ
れているだけでなく、2022年の10月に
木製のいかりが引き揚げられており、
新たに注目される遺跡となっている。
また、2023年11月には沖合180m、水
深18m ほどの位置に 3 隻目となる元
寇船が発見された。本提案ではこの沈
没船を対象に計画を行う。
6．建築計画

　水中遺跡の環境改善の手段として明
石海峡大橋の主塔基礎で用いられた大
型のケーソンを利用する。
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小林真子
　日本経済に大きな影響を与えた新型
コロナウイルスの感染症法上の位置づ
けが 5 類に引き下げられ、日本は観光
産業の復活に向け動き出した。2023年
3 月に観光立国推進基本計画が閣議決

定され、2025年には日本国際博覧会が
開催されるなど、観光立国として経済
を立て直す契機にさしかかっている。
　万博の会場となる夢洲は、1970年代
にごみ処分場として埋め立てが開始さ
れ、その後 2 度の土地計画が頓挫し、

「負の遺産」と呼ばれてきた。万博誘
致に成功し今後の土地利用への関心が
高まる一方で、会場の跡地計画は先行
きが不透明な現状にある。隣地に計画
が進められる「大阪 IR」は、新たな
財源の確保や観光・地域経済の振興を
目指す一方で、社会問題の増加や経済
的効果の限定性などの問題が懸念され
ている。また、万博のメイン会場とな
る「大屋根のリング」は、閉幕後に解
体する予定となっていたが、利活用の

修士設計

2025年日本国際博覧会跡地
計画
観光立国における国際医療拠点の
提案
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提案を公募することが発表され、会場
や跡地の利用について議論が高まって
いる。
　これまで日本国内で開催された万博
の会場跡地は、記念公園として名残を
とどめているものの、開催当時の景色
やテーマが思い起こされるような様子
はなく、あくまで歴史や記憶として残
るだけとなっているように感じる。大
阪・関西万博のシンボルとなる大屋根
のリングは貫工法という伝統工法を用
いて施工され、世界最大級の木造建築
となる残す価値の高い建築である。パ
ビリオンとしてつくられる会場を残し
て活用し、建築をとおして万博テーマ
を継承していくべきである。
　今回の万博テーマは「いのち輝く未

来社会のデザイン」。そこで着目した
のが日本医療である。日本は優れた医
療技術や医療機器を保有し、世界から
高い評価を得ている。医療分野は大阪
の成長産業のひとつでもあり、西日本
経済を支える大きな要素になり得る。
また近年は、治療や検診などを目的と
して訪日する外国人患者の急増や、医
療ツーリズムの需要も拡大しつつある。
　これらの背景を踏まえ、パビリオン
の建築的価値を残しながら、西日本経
済を活性化する新たな拠点づくりとし
て、万博テーマを継承した国際医療拠
点の設計提案を行う。
　日本が誇る高度医療や医療研究を集
約し、世界へ向けた日本医療の情報発
信や、医療関連分野の相互発展、検

診・治療・アフターケアを一連で受け
られる場の提供を目的とする。また、
万博跡地に人を一極集中させることに
とどまらず、日本独自の医療文化であ
る湯治を医療ツーリズムの一環として
取り入れ、患者の治療後の療養や家族
のケア、ヘルスツーリズムとして西日
本各地に点在する温泉地へ訪れるきっ
かけをつくり、地方活性化につなげる。
　具体的な機能として、⑴最先端医療
技術を備えた医療・研究施設　⑵温泉
街の文化をサテライトする湯治情報発
信施設・宿泊施設　⑶医療分野を目的
とした国際会議場や展示・イベント施
設を計画する。これらの施設をリング
に沿って配置することで、造形・機能
ともに、各施設が独立しながら、リン

グがつなぐ一つの動線によって一連の
つながりを持ち、日本の医療技術や文
化を発信する象徴的な場として一体的
に建築計画を行う。各施設は3600×
3600の既存モジュールを活かすことで
デザインに統一性を持たせ、リング下
の空間をコア空間として活用する。ま
た、既存のリングと新築部分を意匠的
に融合させながら構造および防火上独
立させる設計とし、伝統的工法によっ
て組まれた構造体の建築的価値と美し
さを残しながら、人々が柱のもとに寄
り添う空間の実現を目指す。
　求心力と発信力を持つ万博の跡地が、
再び、人や技術の交流・発展の場とな
り、万博のテーマをレガシーとして後
世に継承されていくことを期待する。
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■コンペ受賞歴一覧

年度 卒 業 設 計（◦）／修 士 設 計（◦） 建　築　学　会　コ　ン　ペ そ　の　他　の　コ　ン　ペ

昭和52年 ◦第10回毎日・DAS学生デザイン賞
・最優秀賞「金の卵」賞／石渡孝夫（建
築学科海洋コース）日本一

53 ◦第11回毎日・DAS学生デザイン賞
・最優秀賞「金の卵」賞／富田善弘（建
築学科海洋コース）日本一

54 ◦第12回毎日・DAS学生デザイン賞
・最優秀賞「金の卵」賞／小林直明（建
築学科海洋コース）日本一

56 ◦第14回毎日・DAS学生デザイン賞
・最優秀賞「金の卵」賞／吉本宏�日本一

・同入選／松木康治

57 ◦第15回毎日・DAS学生デザイン賞
・建築部門賞／稲村健一�日本一

◦「地場産業振興のための拠点施設」
・支部入選／鈴木洋一

58 ◦第16回毎日・DAS学生デザイン賞
・�最優秀賞「金の卵」賞／遠藤卓郎�

日本一

◦㈳日本港湾協会主催マリノポリス計
画コンテスト
・優秀特別賞／川口利之

◦「国際学生交流センター」
・全国入選佳作／稲村健一
・支部入選／大久保豪、杉田祐之、花岡豊、星
野博史

59 ◦第17回毎日・DAS学生デザイン賞
・入選／稲村健一

◦第11回日新工業設計競技「ノアの箱船」
・ 3等／遠藤卓郎、岩崎博一�日本三

◦R.I.B.A 英国王立建築家協会国際学生デザインコンペ
・入賞／中村耕史、秋江康弘、稲村健一
◦第19回セントラル硝子国際設計競技「グラスタワー」
・佳作／秋江康弘
◦三井ホーム住宅設計競技「 2× 4による新しい住まい」
・佳作／川口利之、菅沼徹、筒井毅
◦桜門建築会第 1回学生設計コンクール「建築学生交流センター」
・佳作／稲村健一

60 ◦第18回毎日・DAS学生デザイン賞
・入選／富田誠

◦「商店街における地域のアゴラ」
・�全国入選 3等／藤沢伸佳、柳泰彦、林和樹�

日本三

◦A.I.A アメリカ建築家協会国際学生コンペ
・ 2等／秋江康弘�日本二

61 ◦第19回毎日・DAS学生デザイン賞
・入選／小野正人

◦「外国に建てる日本文化センター」
・全国入選 3等／小林達也、佐藤信治、小川
克巳�日本三

・支部入選／渋谷文幸
・支部入選／林和樹、鵜飼聡（建築）、高橋義
弘（建築）

◦桜門建築会第 2回学生設計コンクール「桜門校友クラブ」
・ 1等／山崎淳一、松尾茂
・佳作／小林達也、佐藤信治
◦第 6回ホクストン建築装飾デザインコンクール「まちなかの公共トイレ」
・佳作／小林達也

62 ◦第20回毎日・DAS学生デザイン賞
・入選／海老澤克

◦「建築博物館」
・支部入選／松尾茂、横堀士郎、石川仁、鳥海
清二（建築）

・支部入選／小野正人、小沢一実、渡邊俊幸

◦ミサワホーム住宅設計競技
・入選／小林達也

63 ◦千葉県建築三会学生賞
・銅賞／近藤陽次�地域三

・奨励賞／毛見究

◦「わが町のウォーターフロント」
・全国入選 1等／新間英一、橋本樹宜、丹羽
雄一（建築）、毛見究、草薙茂雄�日本一

・全国入選佳作／園部智英、石川和浩、原田
庄一郎

・支部入選／松尾茂、山本和清
・支部入選／岩川卓也

◦＇88膜構造デザインコンペ
・佳作／山口明彦
◦第 2回千葉ふるさと住宅設計コンクール
・佳作／川村佳之
◦桜門建築会第 3回学生設計コンクール「ゲストハウス」
・ 1等／山口明彦、原利明（建築）、渡辺一雄（建築）
・ 2等／加藤麻生
・ 3等／飯田隆弘、丹羽雄一（建築）、有馬哲也（建築）
・佳作／小堀泰毅、伊藤剛
・佳作／長谷川晃三郎、佐久間明

平成 1年 ◦第22回毎日・DAS学生デザイン賞
・建築部門賞／長谷川晃三郎�日本一

・入選／佐久間明
◦千葉県建築三会学生賞
・金賞／佐久間明�地域一

・奨励賞／長谷川晃三郎

◦「ふるさとの芸能空間」
・全国入選 2等／新間英一、長谷川晃三郎、
佐久間明、岡里潤�日本二

・�全国入選 3等／丹羽雄一（建築）、益田勝郎�
日本三

◦石川県建築士会設計競技「垂直複合体」
・ 1等／矢野一志、佐藤教明、菊池貴紀、廣川雅樹、安田友彦、鈴木宏佑�日本一

◦第 1回横浜アーバンデザイン国際コンペ
・選外入選／長谷川晃三郎
◦第 3回千葉ふるさと住宅設計コンクール「安全で魅力ある三世代住宅」
・入選／山本和清

2 ◦第23回毎日・DAS学生デザイン賞
・入選／山口哲也
◦千葉県建築四会学生賞
・金賞／矢野一志�地域一

・銅賞／山口哲也�地域三

◦「交流の場としてのわが駅わが駅前」
・全国入選 2等／植竹和弘、根岸延行（建築）、
中西邦弘（建築）�日本二

・全国入選 3等／飯田隆弘、佐藤教明、山口
哲也�日本三

◦石川県建築士会設計競技「海に浮かぶ市場」
・ 3等／川久保智康、野沢良太�日本三

◦第 2回横浜アーバンデザイン国際コンペ「ウォーターフロントの再生に向けて」
・佳作／矢野一志、佐藤教明、大坪一之、屋田直樹、佐藤滋晃、菊池貴紀、菅野聡明、門脇
桂子、馬場昭光

日本一   36作品（卒業設計 23作品、建築学会コンペ 1作品、その他のコンペ 12作品）

日本二   25作品（卒業設計 2作品、建築学会コンペ 5作品、その他のコンペ 18作品）

日本三   12作品（卒業設計 1作品、建築学会コンペ 5作品、その他のコンペ 6作品）

その他受賞数  434作品



49

年度 卒 業 設 計（◦）／修 士 設 計（◦） 建　築　学　会　コ　ン　ペ そ　の　他　の　コ　ン　ペ

平成 2年 ◦BAY＇90デザインコンペ（BAY＇90開催記念学生建築設計競技）
・優秀賞／佐久間明�日本二

・佳作／益田勝郎
◦桜門建築会第 4回学生設計コンクール「建築家ギャラリー」
・ 2等／岡里潤、寺尾浩康、馬場昭光
・佳作／植竹和弘、白石充、根岸延行（建築）
・佳作／山口哲也、佐藤教明
・佳作／広部剛司、佐藤岳志、菅浩康
◦第10回ホクストン建築装飾デザインコンペ「都市公園に建つフォーリー」
・佳作／武田和之、岡里潤

3 ◦第24回毎日・DAS学生デザイン賞
・建築部門賞／高橋武志�日本一

◦千葉県建築三会学生賞
・金賞／高橋武志�地域一

・奨励賞／廣川雅樹

◦「都市の森」
・ 1部全国入選 2等／山口哲也、河本憲一、�
廣川雅樹、日下部仁志、伊藤康史、高橋武志�
日本二

・ 2部全国入選最優秀／片桐岳志
・ 2部支部入選／布川亨、八代国彦（建築）、
堤秀樹

◦JIA オープンデザインコンペ「都市の解体と再構築」
・ 1等／佐藤教明、山口哲也、木口英俊�日本一

・佳作／川久保智康、野沢良太
◦＇91メンブレインデザインコンペ「アーバンビルとメンブレイン」
・最優秀賞／河本憲一、石井昭博、関戸浩二、福田昌弘�日本一

◦第 2回長谷工イメージデザインコンペ「現代の夢殿」
・入選／川添隆史、渡辺千香子
◦第18回日新工業建築設計競技「都市空間の再生計画」
・入選／川久保智康、野沢良太、花沢真哉、高山一頼、伊藤裕、森泉尚之、額村康博、布川
亨、八代国彦（建築）
◦第 3回タキロンデザインコンペ「時代の風をはらむ都市装置」
・ 3等／降旗恭子、黒田佳代�日本三

・入選／木口英俊
◦第 5回千葉ふるさと住宅設計コンクール「共働き家族のための住宅」
・奨励賞／川添隆史
◦第 2回学生のためのフレッシュデザインコンペ
・フレッシュデザイン賞／木口英俊、渡辺昇
◦1991第 1回BUFF国際建築デザインコンペ「東京の住まい」
・佳作／佐藤教明

4 ◦第25回毎日・DAS学生デザイン賞
・建築部門賞／片桐岳志�日本一

・入選／寳田陵
◦千葉県建築三会学生賞
・金賞／片桐岳志�地域一

・銅賞／寳田陵�地域二

◦東京ガス・銀座ポケットパーク
「卒業設計制作展」
　第10回記念『1993卒業設計制作大賞』
・金賞／寳田陵�日本一

・銅賞／片桐岳志�日本三

◦「わが町のタウンカレッジをつくる」
・�1部全国入選 3等／佐藤教明、木口英俊�
�日本三

・ 1部全国入選佳作／廣川雅樹、寳田陵
・ 1部支部入選／山口哲也、河本憲一
・ 1部支部入選／木口英俊、高橋武志
・ 2部支部入選／関谷和則、石渡義隆
・ 2部支部入選／平崎彰、望月喜之

◦盛岡 ･水辺のデザイン大賞
・専門部門佳作／佐藤信治、河本憲一、廣川雅樹、伊藤康史、日下部仁志、高橋武志、伊藤賢
◦奈良・TOTO世界建築トリエンナーレ
・佳作／川久保智康、野沢良太、永島元秀
◦＇92メンブレインデザインコンペ「オートキャンプ場」
・ 2等／片桐岳志�日本二

・佳作／高橋武志、関戸浩二
◦桜門建築会第 5回学生設計コンクール「わがヒーローとの出会い」
・ 2等／片桐岳志、岡田和紀
◦アーキテクチュア・フェアKOBE学生設計競技「神戸・学園東地域福祉センター」
・佳作／吉田幸正
◦川鉄デザインコンペ＇92
・佳作／三輪政幸
◦第 3回学生のためのフレッシュデザインコンペ
・フレッシュデザイン賞／佐藤教明
◦第19回日新工業建築設計競技「記憶の住む家」
・佳作／野沢良太
◦1992第 2回BUFF国際建築デザインコンペ「東京屋台空間」
・佳作／竹内大介、高山一頼、宍倉尚行
◦DYNAX第 2回建築学生 ･設計大賞＇92「〈太陽 ･月 ･炎〉の家」
・奨励賞／竹内大介、高山一頼、宍倉尚行
・奨励賞／石井昭博、寳田陵、西上順久
◦第 4回タキロン国際デザインコンペ「風の道 ･水の道」
・ 3等／山口哲也、川久保智康、木口英俊、永島元秀、布川亨�日本三

・ 3等／高橋武志、石井昭博�日本三

◦1992新建築住宅設計競技「スタイルのない住宅」
・佳作／川久保智康、高山一頼
◦「（仮称）中原中也記念館公開設計競技」
・佳作／山口哲也、木口英俊

5 ◦第26回毎日・DAS学生デザイン賞
・洋々賞／吉田幸正�日本二

・入選／関谷和則
◦千葉県建築三会学生賞
・金賞／関谷和則�地域一

・銀賞／吉田幸正�地域二

◦「川のある風景」
・ 1部全国入選佳作／片桐岳志、小野和幸
・ 1部支部入選／石井昭博、林正輝、福田昌
弘、山口泰永

・ 2部全国入選佳作／橋本廉太郎、神蔵良隆、
藤生利道

・ 2部全国入選佳作／関谷和則、三輪政幸

◦石川県建築士会設計競技「21世紀の公園」
・佳作／片桐岳志
◦第 4回長谷工イメージデザインコンペ「現代のさや堂」
・入選／片桐岳志
◦JIA 東海 ･北陸支部第10回設計競技「磐座～いわくら～」
・銀賞／田中宏、岡田和紀、澤田憲子、倉川友紀�日本二

・佳作／岡田和紀、田中宏、澤田憲子、倉川友紀
◦新知的生産環境1993デザインコンペティション「グループによる新しい知的生産環
境の在り方」
・優秀賞／小野和幸�日本二

◦第 4回学生のためのフレッシュデザインコンペ
・フレッシュデザイン賞／岡田和紀、田中宏、木口英俊、川久保智康
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平成 6年 ◦第27回毎日・DAS学生デザイン賞
・入選／清水信友
・入選／戸國義直
◦千葉県建築三会学生賞
・金賞／清水信友�地域一

◦「21世紀の集住体」
・ 1部支部入選／小野和幸、田村裕彦、高野
勇治（建築）、國武陽一郎（建築）

◦まちづくりコンクール＇94「都市を水からデザイン」
・優秀賞／関谷和則、石渡義隆、館吉保�日本二

・佳作／田村裕彦、岡田和紀、小野和幸、鳥居延行
・特別賞／井上真樹、馬渕晃
◦桜門建築会第 6回学生設計コンクール「磯野家のすまい」
・優秀賞／小野和幸、井上真樹、小山貴雄
◦川鉄デザインコンペ＇94
・学生大賞／関谷和則、石渡義隆、館吉保�日本一

◦小山市城東地区街角広場デザインコンペ
・佳作／坪山幸王、佐藤信治、石井昭博、林正輝、福田昌弘、石渡義隆、関谷和則、館吉保、
清水信友
◦新知的生産環境1994デザインコンペティション「高齢者のための新しい知的生産環
境の在り方」
・入賞／小野和幸
◦第 1回ARCASIA 学生賞1994「永続性ある発展を目指した都市居住と住宅改革」
・優秀賞／小野和幸、高野勇治（建築）、岡田和紀、山越寧（建築）�日本二

7 ◦第28回毎日・DAS学生デザイン賞
・入選／田村裕彦
◦千葉県建築四会学生賞
・銅賞／浦野雄一�地域三

・奨励賞／田中厚三

◦「テンポラリー・ハウジング」
・ 1部支部入選／清水信友

◦JIA 東海支部第12回建築設計競技「紙～紙で街に仕掛ける～」
・銀賞／井上真樹、馬渕晃�日本二

◦�第 9回千葉ふるさと住宅設計競技「ライフサイクルを見据えた安全で快適な住まい」
・奨励賞／田中厚三
◦第 5回BUFF国際建築デザインコンペ「東京水空間」
・選外優秀作品賞／広瀬倫恒
◦世界の民族人形博物館国際学生アイデアコンペ
・佳作／梶原崇宏、村松保洋
◦第 3回札幌国際デザイン賞「雪の生活文化」
・佳作／馬渕晃
◦第 6回学生のためのフレッシュデザインコンペ
・作品展示／下平将也
・作品展示／川崎拓二

8 ◦第29回毎日・DAS学生デザイン賞
・入選／富永恒太
◦千葉県建築四会学生賞
・銀賞／中村武晃�地域二

・奨励賞／小川太士

◦石川県建築士会設計競技「インテリジェンスファクトリー」
・選外優秀作品賞／小山貴雄
◦第10回千葉県街並み景観賞
・準特選／鳥居延行�地域二

◦桜門建築会第 7回学生設計コンクール「キャンパスコア」
・キャンパス賞／田中厚三、松元理恵
◦第10回千葉県ふるさと住宅設計競技「増改築を考慮したロングライフの住宅」
・奨励賞／田中厚三
◦第10回建築環境デザインコンペティション「東京湾内のエコシティー」
・佳作／小山貴雄
◦第 2回九州デザインコンペティション「バリアフリーデザイン」
・協賛企業賞／小山貴雄、田中厚三、安藤亮、北田紀子、峰村亮（生産建築）
◦第 6回優しい食空間コンテスト「食空間デザイン」
・入選／馬淵晃
◦第 9回ゆとりある住まいコンテスト「住まいの収納」
・ 1等／田中厚三�日本一

◦＇97GREEN�DESIGNING�IN�YAMAGATA「地球環境にやさしいデザイン」
・奨励賞／馬淵晃

9 ◦第30回毎日・DAS学生デザイン賞
・入選／市原裕之
・入選／針生康
◦千葉県建築四会学生賞
・奨励賞／市原裕之
・奨励賞／針生康

◦「21世紀の学校」
・�1部全国入選 2等／村松保洋、渡辺泰夫�
�日本二

◦石川県建築士会設計競技「ヒーリング・プレイス」
・優秀賞／富永恒太�日本二

◦第 8回学生のためのフレッシュデザインコンペ
・作品展示／宮下新
・作品展示／佐藤洋、木村太輔、村松可奈子、北田紀子
◦桜門建築会三学部建築学生交流フォーラム
・審査員特別賞／長井厚、田中啓一、寺内学、関香織、村田昌彦
◦運輸省「みんなでつくろう海洋国日本　未来のアイデア大募集」
・学校部門　フロンティア賞／鳥居延行、若山喜信、金田岩光
◦日本大学理工学部建築学科「TEMPORARY�SPACE�COMPETITION�（DOME�
COMPE）」

・優秀賞／石川阿弥子、大野貴司、桶川嘉子、山田博栄
◦第 5回秀光学生コンペティション　新知的生産環境1997「挑戦するオフィス」
・入賞／富永恒太
◦東京建築士会第33回建築設計競技「コミュニティコアとしての小学校の再生」
・佳作／佐藤信治、市原裕之、田中克典、長井厚

10 ◦第31回毎日・DAS学生デザイン賞
・入選／大野貴司
◦千葉県建築四会学生賞
・金賞／大野貴司�地域一

◦第 4回北陸の家づくりコンペ「環境共生住宅」
・最優秀賞／田中克典�日本一

・優秀賞／長井厚�日本二

◦第 2回太陽電池を用いた創造的構築物「太陽の恵みと建築との調和」
・奨励賞／市原裕之
◦壁装材料協会主催「第 6回�明日のインテリア・アイデア・コンクール」
・会員企業賞／伊藤昌明
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平成11年 ◦千葉県建築四会学生賞
・銀賞／寺田健�地域二

・特別賞／江橋亜希子

◦第 5回北陸の家づくり設計コンペ「60年住む家」
・優秀賞／塙貴宏�日本二

12 ◦第33回毎日・DAS学生デザイン賞
・入選／渡邉昌也
◦千葉県建築四会学生賞
・奨励賞／原香菜子
・奨励賞／渡邉昌也

◦「新世紀の田園居住」
・タジマ奨励賞／青山純、岡田俊博、岡部敏
明、木村輝之、斉藤洋平、重松研二、秦野浩
司

13 ◦第34回毎日・DAS学生デザイン賞
・建築部門賞／秦野浩司�日本一

◦千葉県建築四会学生賞
・奨励賞／秦野浩司
・奨励賞／木村輝之

◦「子どもの居場所」
・関東支部入選／齋藤洋平、木村輝之

◦㈱都市開発技術サービス「坪井地区を対象としたエコ・テクノロジーの活用による
まちづくり計画の提案」
・優秀賞／山端俊也�日本二

・佳作／大工原洋充、舟岡徳朗
◦㈳東京建築士会「住宅課題賞」
・入選／羽根田治

14 ◦第35回毎日・DAS学生デザイン賞
・入選／丸山貴広
・入選／山下忠相
◦千葉県建築四会学生賞
・奨励賞／栗田耕史
・奨励賞／長坂悠司

◦第 2回仏壇デザインコンペティション2002　森正
・審査員長特別賞／鴛淵正憲、渡邉昌也、伊藤麻也、坂元晋介
◦福山大学建築会デザインコンペティション2002

・佳作／白砂孝洋
◦㈳東京建築士会「住宅課題賞」
・入選／清水大地
◦第 8回飛騨・高山学生家具デザイン大賞
・入選／丸山貴広

15 ◦第36回毎日・DAS学生デザイン賞
・入選／川崎未来生
◦千葉県建築四会学生賞
・奨励賞／川崎未来生
・奨励賞／白砂孝洋

◦新建築住宅設計競技2003

・ 2等／川崎未来生�日本二

◦福山大学建築会デザインコンペティション2003

・金賞／片桐雄歩�日本一

・入選／白砂孝洋
◦㈳東京建築士会「住宅課題賞」
・入選／中村智裕

16 ◦第37回毎日・DAS学生デザイン賞
・入選／永嶋順一
・入選／佐藤俊介
◦千葉県建築四会学生賞
・特別賞／稲垣直秀
・奨励賞／勝又洋

◦「建築の転生・都市の転生」
・�全国入選佳作／丸山貴広、鈴木貴之、塚本
哲也、長坂悠司、吉田健一郎

・東海支部入選／土井涼恵、内田真紀子

◦福山大学建築会デザインコンペティション2004

・佳作／土井涼恵
・入賞／勝又洋
・入賞／奥田祥吾
・佳作／三村舞、勝間田洋子、望月菜生
・佳作／渡辺秀哉
◦㈳東京建築士会「住宅課題賞」
・入賞／賀山雄一

17 ◦第38回毎日・DAS学生デザイン賞
・入選／鈴木啓史
・入選／渡辺秀哉
◦第18回千葉県建築学生賞�　
・優秀賞／渡辺秀哉�地域二

・奨励賞／鈴木啓史
◦第 4回 JIA 大学院修士設計展
・出展／京野宏亮

◦�「風景の構想─建築をとおしての場所の
発見」

・�関東支部入選／金子太亮、勝又洋、中村智裕

◦ 9坪ハウスコンペ2005

・佳作／金子太亮
◦�TEPCOインターカレッジデザイン選手権
・優秀賞／金子太亮、京野宏亮�日本二

◦�福山大学建築会デザインコンペティション2005

・入賞／桔川卓也
・佳作／河原一也、信戸佑里
◦㈳東京建築士会「住宅課題賞」
・入選／五十嵐大輔

18 ◦第39回毎日・DAS学生デザイン賞
・入選／桔川卓也
◦卒業設計日本一決定戦
・日本三／桔川卓也�日本三

◦卒業設計裏日本一決定戦
・裏日本一／桔川卓也�日本一

◦第19回千葉県建築学生賞�　
・特別賞／河原一也
・奨励賞／丹沢裕太
◦�第30回学生設計優秀作品展
・レモン賞／桔川卓也
◦第 5回 JIA 大学院修士設計展
・出展／勝又洋
・出展／金子太亮

◦�「近代産業遺産を生かしたブラウンフィ
ールドの再生」

・�関東支部入選／金子太亮、勝又洋、中村智裕
・�関東支部入選／鈴木啓史、三村舞、渡辺秀哉
◦�「美しいまちをつくる　むらをつくる」
・�最優秀賞／渡辺秀哉
・足立区長賞／鈴木啓史、三村舞、渡辺秀哉

◦�SMOKERS’STYLE�COMPETITION�2006「パブリックスペースと分煙」
・佳作／勝又洋
◦�TEPCOインターカレッジデザイン選手権「現実を虚構化する住宅／虚構を現実化
する住宅」
・最優秀作／勝又洋�日本一

◦�㈱ナムラコンチネンタルホーム事業本部・㈱日本住研
　第 3回住まいのデザインコンテスト「わたしが暮らす家」
・優秀賞／勝又洋、金子太亮�日本二

◦㈳東京建築士会「住宅課題賞」
・入選／島田かおり

19 ◦第40回毎日・DAS学生デザイン賞
・入選／赤澤知也
・入選／丸山大史
◦第20回千葉県建築学生賞�　
・優秀賞／小松崎博敏�地域二

・奨励賞／西村秀勇
◦第 6回 JIA 大学院修士設計展
・出展／三村舞
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平成20年 ◦第41回毎日・DAS学生デザイン賞
・建築部門賞／椎橋亮�日本一

◦第21回千葉県建築学生賞�　
・奨励賞／上條経伍
・奨励賞／爲季仁
◦第32回学生設計優秀作品展
・出展／椎橋亮
◦�第49回全国大会・高専卒業設計展示会
・出展／椎川恵太
◦第 7回 JIA 大学院修士設計展
・出展／五十嵐大輔

◦木愛の会　第 1回設計競技「新しい木の建築─魅了する木造都市へ─」
・入賞／大西慧

21 ◦第42回毎日・DAS学生デザイン賞
・建築部門賞／細矢祥太�日本一

・出展／下泉宏記
◦卒業設計日本一決定戦
・100選／鴨志田航
◦第22回千葉県建築学生賞�　
・市民賞／永田陽子�地域二

・奨励賞／永田陽子
・奨励賞／鴨志田航
◦第33回学生設計優秀作品展
・出展／鴨志田航
◦�第50回全国大会・高専卒業設計展示会
・出展／細矢祥太
◦全国合同卒業設計展「卒、10」
・ 7選入選／大西慧
◦第 8回 JIA 大学院修士設計展
・出展／小松崎博敏

◦�「アーバンフィッジクスの構想」
・�関東支部入選／鴨志田航、本多美月
◦�「美しくまちをつくる　むらをつくる」
・�最優秀賞／朽木健二�地域一

◦第 1回日本大学桜門建築会学生設計コンペティション「未来の住処をデザインする」
・�東京ガス SUMIKA賞／細矢祥太、益山未樹
・�佳作／細矢祥太、益山未樹
・�佳作／椎橋亮
◦第 7回「真の日本のすまい」
・�日本建築士会連合会会長賞／爲季仁、鈴木啓史�日本一

◦㈳東京建築士会「住宅課題賞」
・�入選／増田佳菜子

22 ◦第43回毎日・DAS学生デザイン賞
・最優秀賞「金の卵」賞／杉田陽平�日本一

・入賞／松井創斗
◦第23回千葉県建築学生賞
◦優秀賞／杉田陽平�地域二

◦特別賞／松井創斗
◦JIA東海学生卆業設計コンクール2011

・佳作／杉田陽平
◦赤レンガ卒業設計展2011

・一般賞 8位／杉山洋太
◦JIA 全国卒業設計コンクール2011

・出展／松井創斗
◦第34回学生設計優秀作品展
・出展／古明地雲母
◦全国大学・高専卒業設計展示会
・出展／杉山洋太

◦大きな自然に呼応する建築
・関東支部入選／大西慧、菅原遼

◦ハンサムプレゼンテーションコンペ2010

・アーキテキタ賞／小川雅人
◦第 6回「新・木造の家」設計コンペ
・優秀賞／嶋真史
◦第 2回文化遺産防災アイデアコンペ
・佳作／爲季仁、平山雄基
◦第 2回日本大学桜門建築会学生設計コンペティション
・佳作／増田佳菜子、小山勇気
◦建築新人戦
・100選／小山勇気
◦椅子のある風景�北の創作椅子展2010

・入選／永田陽子、椎橋亮
◦ハンスグローエ�ジャパン�バスルーム�デザインコンペ2010

・佳作／椎橋亮、永田陽子

23 ◦第44回毎日・DAS学生デザイン賞
・建築部門賞／石原幹太�日本一

・入賞／渡部亘
◦第24回千葉県建築学生賞�　
・優秀賞／石原幹太�地域二

・市民賞／石原幹太�地域二

・奨励賞／渡部亘
◦赤レンガ卒業設計展2012

・特別賞／石原幹太
◦JIA 全国卒業設計コンクール2012

・出展／渡部亘
◦第35回学生設計優秀作品展
・出展／井上彩花
◦卒業設計日本一決定戦2012

・20選／菅原雅之
・100選／渡部亘
◦全国合同卒業設計展「卒、12」
・ 7選／菅原雅之
◦DIPLOMA�2012　�
・学科代表掲載作品／菅原雅之
◦日本建築学会　建築デザイン発表会
・部門優秀賞／菅原雅之
・部門優秀賞／石原幹太
◦�Vectorworks 教育支援プログラム�
OASIS
・優秀研究賞／菅原雅之

◦第17回北陸の家づくり設計コンペ
・北日本新聞社賞／杉田陽平、菅原雅之、渡部亘
◦第 3回日本大学桜門建築会学生設計コンペティション
・佳作／渡部亘
・佳作／涌井匠、海藤航、斉藤亮介
◦キルコス国際建築設計コンペティション2011

・満田衛資賞佳作／涌井匠、福田雄太
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平成23年 ◦�MITSUBISHI�CHEMICAL�JUNIOR�
DESIGNER�AWARD�2012
・都築響一賞／菅原雅之�日本一　
◦全国大学・高専卒業設計展示会
・出展／渡部亘

24 ◦第45回毎日・DAS学生デザイン賞
・入賞／涌井匠
◦第25回千葉県建築学生賞�　
・特別賞／涌井匠
・奨励賞／海藤航
◦�MITSUBISHI�CHEMICAL�JUNIOR�
DESIGNER�AWARD�2013
・佳作／涌井匠�日本二　

◦第10回R&R設計アイデアコンテスト
・入賞／松井創斗、斎藤亮介、山川大喜、川崎将
◦FUTURE�DESIGN�2012�未来エレベーターコンテスト
・審査員賞／田原拓、川崎将、山川大喜、善財寛之
◦建築新人戦
・100選／山川大喜
◦第 4回ハーフェレ学生デザインコンペティション
・妹尾賞／石原幹太、伊藤春樹、古江志人、遠洞躍斗
◦ALA建築 Project 建築学生の挑戦「都市と空き地」Vol.2
・優秀作品／松井創斗、堤昭文、辻普
◦第 4回文化遺産防災アイデアコンペティション
・佳作／榎本翔太、涌井匠、杉田陽平
◦歴史的空間再編コンペティション2012

・入選／杉田陽平、涌井匠、川崎将、徳永尚亮
◦平成24年度「横須賀市の海を活かしたまちづくり」コンペ
・最優秀賞／梅田淳、海藤航、福田雄太、涌井匠�地域一

・企画賞、デザイン賞／伊藤春樹、斉藤亮介、中山淳雄、望月堅二
◦キルコス国際建築設計コンペティション2012

・永山祐子賞佳作／涌井匠

25 ◦第26回千葉県建築学生賞　
・奨励賞／山川大喜
・奨励賞／川崎将

◦歴史的空間再編コンペティション2013

・入選／菅原雅之、遠洞躍斗、樋浦直紀、井出健、鶴田亜有美、中山博貴
◦建築新人戦
・100選／出山亮
◦平成25年度「横須賀市の海を活かしたまちづくり」コンペ
・最優秀賞／遠洞躍斗、田原拓、堤昭文、岩本桃果、阿部紘樹�地域一

・企画賞、デザイン賞／山川大喜、森浩平、徳永尚亮、善財寛之、鈴木彩美、大谷涼
◦キルコス国際建築設計コンペティション2013

・遠藤秀平賞銀賞／山川大喜、辻普、藤本幸汰、白坂真
・古谷誠章賞佳作／菅原雅之

26 ◦第47回毎日・DASデザイン賞
・入賞／滝村菜香
・入賞／出山亮
・入賞／藤本幸汰
◦第27回千葉県建築学生賞
・特別賞（JIA 全国出展）／山影悠時
・奨励賞・市民賞 2位／志萱侑太
◦全国合同卒業設計展「卒、15」
・審査委員賞（藤村龍至賞）／山影悠時
◦卒業設計日本一決定戦2015

・100選／山影悠時
・100選／志萱侑太
◦福岡デザインレビュー2015

・最優秀賞／堤昭文�日本一

◦赤レンガ卒業設計展2015

・審査委員賞（中山英之賞）／滝村菜香
◦第38回学生設計優秀作品展
・レモン賞／堤昭文
◦�日本建築学会　建築デザイン発表会
・審査委員賞（篠原聡子）／山影悠時
◦�MITSUBISHI�CHEMICAL�JUNIOR�
DESIGNER�AWARD�2015
・入選／志萱侑太
・入選／山影悠時

◦建築新人戦
・101選／髙橋翔
◦�第 8回 JACS住宅設計コンペ2014

・佳作／川崎将、志萱侑太、髙橋翔
◦キルコス国際建築設計コンペティション2014

・五十嵐淳賞（銅賞）／遠洞躍斗、森浩平、浅見花
◦第 6回日本大学桜門建築会学生設計コンペティション
・審査委員賞／山川大喜、滝村菜香、斉藤賢司
・佳作／涌井匠、遠洞躍斗、山影悠時
◦歴史的空間再編コンペティション2014

・20選／涌井匠、出山亮、森浩平、樋浦直樹、染谷萌衣、髙橋政頼
◦平成26年度「よこはまの海を活かしたまちづくり」コンペ
・デザイン賞／出山亮、井出健、宇山浩和、戸田寛康、樋浦直樹
・佳作／志萱侑大、亀田宏樹、滝村采香、福島弘明、増田顕弘

27 ◦第48回毎日・DAS学生デザイン賞
・建築部門賞／髙橋翔�日本一

◦第28回千葉県建築学生賞　
・市民賞 2位・奨励賞／髙橋翔
・奨励賞／重田秀之
◦第39回学生設計優秀作品展
・出展／髙橋翔
◦第39回学生設計優秀作品展
・出展／山川大喜
◦�第14回 JIA 関東甲信越支部大学院修
士設計展2016

・出展／川崎将

◦�日本建築学会建築文化週間学生グランプ
リ2015

・�入選／志萱侑太、重田秀之、髙橋翔、千葉雄
介、中西宏直、濱嶋杜人

◦�日本造園学会90周年記念全国大会U-30国際アイデアコンペティション
・�佳作／森浩平、杉田陽平、松井創斗
◦ �Floating�City�Project�Architectural�Design�Contest
・佳作／佐藤信治研究室
◦�シェルターインターナショナル学生設計競技2015

・一次予選通過／出山亮、森浩平、蒲生良輔
◦�第 9回 JACS住宅設計コンペ2015

・特別賞（長谷川豪賞）／遠洞躍斗、滝村菜香、小貫笑美依、佐々木秀人
・佳作／志萱侑太
◦�平成27年度「よこはまの海を活かしたまちづくり」コンペ
・最優秀賞／髙橋翔、千葉雄介、中西宏直、今村夏波�地域一
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平成27年 ◦公共施設オープンリノベーションマッチングコンペティション
・実施採択／川崎将
◦�第 7回日本大学桜門建築会学生設計コンペティション
・佳作／出山亮、森浩平、蒲生良輔
◦�歴史的空間再編コンペティション2015

・10選／出山亮
・20選／遠藤躍斗、山影悠時、森浩平、上田紗矢香、小貫笑美衣
・50選／川崎将、滝村菜香、高橋政頼、中西宏直、門口稚奈、蒲生良輔、濱嶋杜人
◦�第13回主張する「みせ」学生デザインコンペ
・審査委員特別部門賞／志萱侑太、山本雄太郎
◦第 1回学生 . コンペティション「共のレシピ」
・特別賞／山川大喜、志萱侑太、千葉雄介
◦キルコス国際建築設計コンペティション2015

・近藤哲雄賞銀賞／志萱侑太

28 ◦第29回千葉県建築学生賞
・市民賞／蒲生良輔�地域二

・奨励賞／蒲生良輔
・奨励賞／濱嶋杜人
◦�せんだいデザインリーグ�
卒業設計日本一決定戦
・100選／上田紗矢香
・100選／宮嶋悠輔
◦全国合同卒業設計展「卒、17」
・総合資格学院賞／上田紗矢香
◦第40回学生設計優秀作品展
・出展／蒲生良輔
◦�第40回学生設計優秀作品展
・出展／志萱侑太
◦�第15回 JIA 関東甲信越支部大学院修
士設計展2017

・出展／出山亮

◦�日本建築学会設計競技
・�タジマ奨励賞／宮嶋悠輔、門口稚奈、谷醒
龍、濱嶋杜人

◦ ERI 学生デザインコンペ2016

・�佳作／蒲生良輔、小貫笑美依、福冨大真
◦歴史的空間再編コンペティション2016

・��50選／佐々木秀人、新部瑶介、加藤毅三
◦都市のバブリックスペースデザインコンペ　
・�佳作／志萱侑太、金井亮祐
・�佳作／永冨快、上田紗矢香、山本雄太郎
◦㈳東京建築士会「住宅課題賞」　
・�入賞／黄起範

29 ◦第49回毎日・DAS学生デザイン賞
・金の卵賞／黄起範�日本一

◦第30回千葉県建築学生賞
・特別賞／黄起範
・奨励賞／赤堀厚史
◦�第41回学生設計優秀作品展
・出展／千葉雄介
◦�第16回 JIA 関東甲信越支部大学院修
士設計展2018

・出展／高橋翔

◦�日本建築学会設計競技2017「地域の素材
から立ち現れる建築」

・�全国入選佳作・タジマ奨励賞／赤堀厚史、
中村圭佑、佐藤未来、加藤柚衣

・�四国支部入選／松下知可、青木絵子、島田
将武、浅野健

◦建築新人戦
・16選／服部立
・100選／勝部秋高
・100選／山本壮一郎
・100選／笹川雄基
◦歴史的空間再編コンペティション2017

・�50選／重田秀之、宮嶋悠輔、金井亮祐、山本淳樹、Lunenkova�Anastasia、渡辺真理
恵、三枝晃、笹川雄基
◦シェルターインターナショナル学生設計競技
・34選／蒲生良輔、山本淳樹
◦都市のバブリックスペースデザインコンペ2017　
・佳作／永冨快、山本雄太郎、上田紗矢香
・佳作／志萱侑大、金井亮祐

30 ◦第50回毎日・DAS学生デザイン賞
・金の卵賞／服部立�日本一

◦第31回千葉県建築学生賞
・最優秀賞／勝部秋高�地域一

・特別賞／根本一希
・市民賞／勝部秋高�地域二

◦赤レンガ卒業設計展2019

・審査員賞／高橋遼太郎
◦デザイン女子No. 1決定戦
・�都市・建築部門賞 1位／�
渡辺真理恵�日本一

◦�第42回学生設計優秀作品展
・出展／上田紗矢香
◦�第17回 JIA 関東甲信越支部大学院修
士設計展2019

・出展／佐々木秀人

◦�日本建築学会設計競技2018「住宅に住む、
そしてそこで稼ぐ」

・�東海支部入選／山本壮一郎、根本一希、�
桜井南実、服部立、住吉文登

◦建築新人戦
・ 8選／中村美月
・100選／西遼
◦歴史的空間再編コンペティション2018

・�第 5位／佐々木秀人、金井亮祐、根本一希、桜井南実、小林陽太、中村美月、松下将也
◦キルコス国際建築設計コンペティション2018

・金賞／蒲生良輔、山本淳樹、三枝晃、山内颯、西村寿々美、郎敬萬�日本一

・銀賞／勝部秋高、篠原健
◦桜建デザイン・コンクール2018

・入選／佐々木秀人、山本壮一郎、渡辺真理恵、西村寿々美
◦住宅課題賞2018

・入選／小山田駿志
◦ひろしま建築学生チャレンジコンペ2018

・ 9選／西遼、小山田駿志、山内颯

31�
（令和 1年）

◦第51回毎日・DAS学生デザイン賞
・出展／中村美月
◦第32回千葉県建築学生賞
・最優秀賞／横畑佑樹�地域一

・特別審査委員賞／横畑佑樹
◦�せんだいデザインリーグ2020�
卒業設計日本一決定戦
・20選／中村美月
・100選／小山田駿志
・100選／横畑佑樹

◦�日本建築学会設計競技2019「ダンチを再
考する」

・�関東支部入選／小山田駿志、大石展洋、中
村美月、渡邉康介

・�タジマ奨励賞／小山田駿志、大石展洋、中
村美月、渡邉康介

・�全国入選佳作／根本一希、勝部秋高

◦歴史的空間再編コンペティション2019

・�グランプリ／横畑佑樹、山本壮一郎、中村美月、大石展洋、大久保将吾、駒形吏紗、�
臼杵葵
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令和 1年 ◦全国合同卒業設計展「卒、20」
・特別賞（総合資格賞）／横畑佑樹
・ 8選／西村寿々美
◦赤レンガ卒業設計展2020

・最優秀賞／中村美月�日本一

◦�第43回学生設計優秀作品展
・出展／横畑佑樹

2 ◦第52回毎日・DAS学生デザイン賞
・入選／藤田大輝
◦第33回千葉県建築学生賞
・優秀賞／山戸善伸�地域二

・入選／佐藤駿介
◦全国合同卒業設計展「卒、21」
・総合資格賞／中村正基
・八木祐理子賞／神林慶彦
◦オンライン卒制展2021

・秋吉浩気賞／藤田大輝

◦�日本建築学会設計競技2020「外との新し
いつながりをもった住まい」

・�佳作／根本一希、渡邊康介、中村美月
・�佳作／勝部秋高、篠原健
・�タジマ奨励賞／石井健聖、大久保将吾、�
駒形吏紗、佐藤駿介、鈴木亜実

・�四国支部入選／鷹田知輝（日本大学）、�
横畑佑樹（同）、西遼（岡山県立大学）、�
槌田美鈴（日本大学）

◦�第11回 JIA・テスクチャレンジ設計コンペ
・�山脇賞／古角虎之介、小山田駿、鷹田知輝、横畑佑樹
◦第 7回宇宙建築賞
・�3位／福田晃平、水口隆、佐藤宏樹（芝浦工大）
◦歴史的空間再編コンペティション2020

・�準グランプリ／根本一希、中村美月、渡邊康介�日本二

・ベスト16／古角虎之介、山戸善伸、神林慶彦、中村正基
・�最優秀 SNOU�賞／古角虎之介、山戸善伸、神林慶彦、中村正基
◦土木デザイン設計競技景観開花。2020

・�最優秀作品賞／横畑佑樹、根本一希、中村数基、藤田大輝、小林功基、有馬成美�日本一

◦木の家設計グランプリ2020

・�優秀賞／中村正基、山本壮一郎、中村美月、山田遥南、石本かえで、田畑輝�日本二

3 ◦第34回千葉県建築学生賞
・優秀賞／小林真子�地域二

・奨励賞／太田優人
◦�せんだいデザインリーグ2022�
卒業設計日本一決定戦
・100選／関亮太

◦�日本建築学会設計競技2021「まちづくり
の核として福祉を考える」

・�関東支部入選／藤田大輝、渡辺真理恵、�
石井健成（工学院大）、黒田尚幹（同）

・�近畿支部入選／小山田駿志、古角虎之介、
高橋朋、福田晃平

◦�日本建築学会建築文化週間学生グランプ
リ2021「銀茶会の茶席」
・�原田祐季子賞／大木貴裕、小林真子、中泉
拓己、森田優莉、山戸善伸

・�風間喜一賞、木村知弘賞／小山田駿志、�
謝雨辰、鈴木晶美子、増田悠玖、渡邉愛

◦�日本建築学会関東支部第22回提案競技�
「美しいまちをつくる、むらをつくる」
・�特別賞／中村美月、横畑佑樹、神林慶彦、�
小川香奈、安藤大翔、山田莉央�日本二

◦�第 8回POLUS学生建築デザインコンペティション
・佳作／福田晃平、山戸善伸
◦�第12回 JIA・テスクチャレンジ設計コンペ
・入選／古角虎之介、小林真子、鷹田知輝
◦建築学縁祭�～ ROOKIE 戦～
・100選／三谷翼空
・100選／荒井基就
◦VectorWorks 学生作品コンテスト
・最優秀賞／安藤大翔�地域一

◦JAPAN�WOOD�DESIGN�AWARD2021
・入選／小山田駿志
◦第 9回ヒューリック学生アイデアコンペ
・佳作／中村美月、横畑佑樹、中村正基
◦�U30復興デザインコンペ2021「複合災害と新たな都市像」
・�最優秀賞／藤田大輝、渡辺真理恵、山田遥南、川田遥、西辻優世、石黒敬太、尾沢圭太�

日本一

◦歴史的空間再編コンペティション2021

・�10位／藤田大輝
・�最優秀 �SNOU賞／藤田大輝

4 ◦第54回毎日・DAS学生デザイン賞
・入選／安藤大翔
・入選／大木貴裕
◦第35回千葉県建築学生賞
・特別賞・市民賞／川内俊太郎
・奨励賞／尾沢圭太
◦�せんだいデザインリーグ2023�
卒業設計日本一決定戦
・100選／三谷翼空
◦赤れんが卒業設計展2023

・100選／法橋礼歩
・100選／大木貴裕
・100選／梅澤秀太
・100選／三谷翼空
・100選／石黒敬太
◦全国合同卒業設計展「卒、23」
・50選／三谷翼空
◦�新潟建築卒業設計展Session!�2023
・東海林賞／梅澤秀太
◦�第46回学生設計優秀作品展
・出展／梅澤秀太
◦�第46回学生設計優秀作品展
・出展／中村正基
◦�群青建築展2023＋
・姉崎賞／安藤大翔
・姉崎賞／法橋礼歩

◦�日本建築学会設計競技2022「『他者』とと
もに生きる建築」

・�関東支部入選／中村正基、神林慶彦

◦�WASA世界建築学生賞�2022
・入賞／三谷翼空、梅澤秀太
・入賞／三谷翼空、梅澤秀太、安藤大翔、尾沢圭太、法橋礼歩
◦住宅課題賞2022

・入選／櫻井彩音
◦�U30復興デザインコンペ2022「災間を生きる都市」
・�8選／安藤大翔、藤田大輝、任晴雯、鈴木雄士、山口直也、奥村碩人�
◦�The�12th�Virtual�Design�World�Cup
・Cデイビッド・ツェン賞／梅澤秀太
◦建築学縁祭�～ Rookie 戦～2022

・100選／樋口大雅
・100選／八阪柊吾
◦VectorWorks 学生作品コンテスト
・奨励賞／富永玲央�

5 ◦第36回千葉県建築学生賞
・�JSCA千葉・構造デザイ賞（特別
賞）／八阪柊吾
・特別賞／浅井駿来

◦第12回子どものまち・いえワークショップ提案コンペ
・�土肥賞／三谷翼空
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令和 5年 ◦全国合同卒業設計展「卒、24」
・50選／藍野友輝
・50選／富永玲央
◦ JIA 全国卒業設計コンクール2023�
・出展／浅井駿来�

◦�日本建築学会設計競技2023「環境と建築」
・�タジマ奨励賞／仲澤和希、佐藤航太、奥村
碵人、玉木芹奈

・�北海道支部入選／安藤大翔、太田優人
・�東北支部入選／荒木陽哉、山口直也、黒坂
龍之介

◦�日本建築学会関東支部第24回提案競技�
「まちなか再生に取り組む伊勢崎市の未
来を創造する」

・�佳作／鈴木雄士、富永玲央、佐村拓郎、小林
弘真、姫野由依、熊谷百花（共立女子大学）

◦�新潟卒業設計展
・�8選／浅井駿来

◦Design�Review�2024�
・10選／富永玲央�
・62選／藍野友輝
◦ARCASIA�Students’�Design�Competition�2023
・�国内代表／藍野友輝
◦建築学縁祭�～ Rookie 戦～2023

・誠賀建設賞／菊池康太
・佳作／姫野由依
・石井秀幸賞／若松瑠冴
・100選／田中修斗
◦建築新人戦2023

・佳作／姫野由依
・�100選／若松瑠冴
◦VectorWorks 学生作品コンテスト
・奨励賞／姫野由依�
◦木の家設計グランプリ2023

・�銀賞／八阪柊吾�日本二

◦歴史的空間再編コンペティション2023

・�SNOUパース賞／浅井駿来、樋口大雅
◦2023年度グッドデザイン・ニューホープ賞
・�入選／三谷翼空
◦住宅課題賞2023

・入選／若松瑠冴
◦第11回ヒューリック学生アイデアコンペ
・�佳作／大木貴裕、中村光佑、門谷采実
・�佳作／富永玲央、太田優人、法橋礼歩、鈴木雄士
・�佳作／三谷翼空
◦第11回大東建託賃貸住宅コンペ�
・�選外佳作／若松瑠冴、太田優人、�柏木玲菜、樋口大雅、園田悠太
◦第50回�五三会建築設計競技
・�藤森雅彦賞／藍野友輝、三谷翼空、梅澤秀太



禁無断転載

令和五年度　設計製図担当教員一覧
１年生（ベーシックデザイン演習）

佐藤信治（ベーシックデザイン演習）／海洋建築工学科
菅原　遼（ベーシックデザイン演習）／海洋建築工学科
金子太亮（ベーシックデザイン演習）／空間研究所
勝又　洋（ベーシックデザイン演習）／大成建設㈱
木内厚子（ベーシックデザイン演習）／STUDIO 8

長谷川洋平（ベーシックデザイン演習）／㈱長谷川大輔構造計画
星　裕樹（ベーシックデザイン演習）／KAJIMA DESIGN
船曳桜子（ベーシックデザイン演習）／船曳桜子建築設計

２年生（デザイン演習Ⅰ、デザイン演習Ⅱ）

佐藤信治（デザイン演習Ⅰ）／海洋建築工学科
菅原　遼（デザイン演習Ⅰ、デザイン演習Ⅱ）／海洋建築工学科

小林直明（デザイン演習Ⅱ）／海洋建築工学科
奥村梨枝子（デザイン演習Ⅰ、デザイン演習Ⅱ）／YTRO DESIGN INSTITUTE

勝又　洋（デザイン演習Ⅰ）／大成建設㈱
髙野洋平（デザイン演習Ⅱ）／髙野洋平建築設計事務所
田中克典（デザイン演習Ⅰ、デザイン演習Ⅱ）／㈱大林組
玉上貴人（デザイン演習Ⅰ）／タカトタマガミデザイン

筒井紀博（デザイン演習Ⅰ、デザイン演習Ⅱ）／筒井紀博空間工房
鶴田伸介（デザイン演習Ⅱ）／熊工房

森田敬介（デザイン演習Ⅰ）／森田建築設計事務所
山田晶子（デザイン演習Ⅱ）／かめ設計室

３年生（デザイン演習Ⅲ、建築計画及び演習）

佐藤信治（デザイン演習Ⅲ、建築計画及び演習）／海洋建築工学科
小林直明（デザイン演習Ⅲ、建築計画及び演習）／海洋建築工学科

穴澤順子（建築計画及び演習）／アトリエフウチ
小平純子（デザイン演習Ⅲ）／㈱竹中工務店

川久保智康（デザイン演習Ⅲ）／川久保智康建築設計事務所
桔川卓也（デザイン演習Ⅲ）／ナスカ

髙野洋平（デザイン演習Ⅲ）／髙野洋平建築設計事務所
長谷川洋平（デザイン演習Ⅲ）／㈱長谷川大輔構造計画

光井　純（デザイン演習Ⅲ、建築計画及び演習）／光井　純アンドアソシエーツ建築設計事務所㈱

４年生（総合演習）

佐藤信治（総合演習デザイン系）／海洋建築工学科
山本和清（総合演習計画系）／海洋建築工学科
寺口敬秀（総合演習計画系）／海洋建築工学科
菅原　遼（総合演習計画系）／海洋建築工学科

小林直明（総合演習デザイン系）／海洋建築工学科
桜井慎一（総合演習計画系）／海洋建築工学科
吉田郁夫（総合演習デザイン系）／清水建設㈱



日本大学理工学部
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URL	：https://www.ocean.cst.nihon-u.ac.jp/

「環境と住空間を考える　―大横川沿いに建つ住宅―」 

酒井　優・佐々木省太郎・畑口優太

「街のアートミュージアム」江口和李・川神爽来

「海の駅」小野田鼓・古川穂奈実

「S
W
A
S
H

」
石
田
大
誠
・
今
市
尚
大
・
川
上
真
平
・
鈴
木
陽
斗
・
樽
谷
英
俊

「
海
上
円
環
都
市
」
樋
口
大
雅

「
絶
海
の
未
来
航
路
　
―
宇
宙
輸
送
技
術
を
活
用
し
た
離
島
型
宇
宙
港
の
提
案
―
」
浅
井
駿
来

「
鉄
の
起
水
と
ア
グ
リ
ズ
ム
　
水
素
製
鉄
を
用
い
た
新
た
な
製
鉄
所
の
在
り
方
」
富
永
玲
央

「
備
築
　
―
蓄
え
、
展
開
す
る
く
ら
し
―
」
門
谷
采
実
・
金
井
和
奏
・
中
島
啓
太
・
中
村
光
佑

「水運を活用した江戸川区の新庁舎の設計　― 防災に特化した庁舎施設の提案 ―」太田優人

「2025 年日本国際博覧会跡地計画　観光立国における国際医療拠点の提案」 

小林真子




